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新
年
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。　

　

組
合
員
の
皆
様
方
に
は
、
令
和
に
年
号

が
変
わ
り
、
初
と
な
る
新
年
を
ご
健
勝
に

て
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

ま
た
、
日
々
の
営
農
と
あ
わ
せ
、
地
域

農
業
の
振
興
に
向
け
、
日
頃
よ
り
多
大
な

ご
尽
力
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
改

め
て
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

昨
年
の
美
瑛
町
農
業
は
、
平
成
30
年
度

の
気
象
状
況
と
打
っ
て
変
わ
り
、
春
作
業

が
比
較
的
順
調
に
推
移
し
、
一
時
的
な
猛

暑
、
干
ば
つ
に
よ
る
生
育
へ
の
不
安
は
あ

り
ま
し
た
が
、
収
穫
期
に
は
好
天
に
恵
ま

れ
、
作
柄
と
し
て
は
良
好
な
年
と
な
り
ま

し
た
。　

　

し
か
し
、
本
町
に
被
害
は
な
か
っ
た
も

の
の
、
昨
年
９
月
の
台
風
15
号
、
10
月
の

台
風
19
号
に
よ
り
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
と

と
も
に
、
全
国
各
地
で
農
畜
産
物
や
農
業

施
設
等
に
未
曾
有
の
被
害
が
発
生
す
る
な

ど
、
近
年
見
ら
れ
る
異
常
気
象
に
よ
る
農

業
へ
の
被
害
は
測
り
知
れ
ま
せ
ん
。　

　

昨
年
の
作
況
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
米

は
平
年
作
を
確
保
し
、
畑
作
、
蔬
菜
も
収

量
・
品
質
と
も
総
じ
て
平
年
作
以
上
と
な

り
、
酪
農
・
畜
産
は
安
定
基
調
と
、
組
合

員
皆
様
の
努
力
の
成
果
が
報
わ
れ
た
１
年

と
な
り
ま
し
た
。　

　

町
総
体
の
農
業
総
生
産
高
見
込
み
で
は
、

１
２
８
億
円
、
交
付
金
を
加
算
し
ま
す
と

１
６
４
億
円
に
の
ぼ
り
、
過
去
最
高
と
な

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。　

　

昨
年
は
第
10
次
中
期
５
ヵ
年
地
域
農
業

振
興
計
画
の
実
践
初
年
度
で
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
順
調
な
始
ま
り
と
な
り
ま
し
た
こ

と
は
喜
ば
し
く
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

現
状
に
甘
ん
ず
る
こ
と
な
く
手
綱
を
締
め

直
し
、
本
計
画
の
柱
で
あ
り
ま
す
組
合
員

皆
様
の
所
得
向
上
に
向
け
て
、
役
職
員
一

丸
と
な
り
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。　

　

近
年
の
本
町
農
業
は
、
世
代
交
代
も
進

み
、
組
合
員
の
平
均
年
齢
は
若
年
化
傾
向

に
あ
る
半
面
、
離
農
な
ど
に
よ
り
一
戸
当

た
り
の
耕
作
面
積
は
年
々
拡
大
し
て
い
る

現
状
に
あ
り
ま
す
が
、
組
合
員
皆
様
の
地

域
農
業
を
守
る
意
思
の
強
さ
に
よ
り
、
地

域
全
体
の
耕
作
面
積
は
変
わ
る
こ
と
な
く

維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

今
後
は
、
更
な
る
労
働
力
不
足
、
機
械

化
に
よ
る
費
用
負
担
の
増
加
な
ど
、
大
き

な
課
題
も
予
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

こ
の
よ
う
な
課
題
の
打
開
策
に
関
し
て
は
、

農
業
労
務
対
策
・
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
事

業
・
ス
マ
ー
ト
農
業
を
今
ま
で
以
上
に
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
推
進
し
て
行
く
と
同

時
に
、
組
合
員
の
経
営
課
題
に
対
す
る
幅

広
い
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
を
通
じ
て
、

組
合
員
の
満
足
度
向
上
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。　

　

国
際
貿
易
交
渉
の
状
況
は
、
昨
年
９
月

に
行
わ
れ
た
日
米
首
脳
会
談
で
、
農
産
物

や
工
業
品
な
ど
に
つ
い
て
の
日
米
貿
易
協

定
が
最
終
合
意
に
至
り
、
共
同
声
明
に
署

名
し
ま
し
た
。
日
本
は
農
産
物
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ

を
ほ
ぼ
完
全
実
施
し
、
ア
メ
リ
カ
は
自
動

車
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
拒
否
す
る
と
い
う
結
果
に

な
り
、
日
本
側
の
一
方
的
譲
歩
が
浮
き
彫

り
に
な
り
ま
し
た
。　

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
、
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
と
い
っ

た
大
型
国
際
貿
易
協
定
が
発
効
、
さ
ら
に

は
日
米
貿
易
協
定
が
今
後
発
効
さ
れ
る
見

通
し
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
す
ま
す
国
際

競
争
が
激
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
日

本
の
農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
情
勢
は
大

き
な
変
革
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。　

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
「
総
合
的
な

Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
関
連
政
策
大
綱
」
の
改
訂
に
向

け
て
、
農
業
者
が
意
欲
と
将
来
展
望
を
持

っ
て
営
農
に
取
り
組
め
る
環
境
作
り
と
、

持
続
可
能
な
北
海
道
農
業
を
確
立
す
る
た

め
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
も
毅
然
と
し
た
対

応
を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。　

　

ま
た
、
規
制
改
革
推
進
会
議
に
よ
る
農

協
改
革
で
は
、
昨
年
５
月
末
を
も
っ
て
、

５
年
に
わ
た
る
農
協
改
革
集
中
推
進
期
間

が
終
了
し
、
そ
の
間
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は

農
業
者
の
所
得
増
大
、
農
業
生
産
の
拡
大
、

地
域
の
創
生
を
目
標
と
す
る
創
造
的
自
己

改
革
の
実
践
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
次
な
る
農
協
改
革
も
さ
さ
や
か

れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

は
自
主
自
律
の
組
織
と
し
て
組
合
員
・
地

域
と
と
も
に
持
続
可
能
な
農
業
と
豊
か
で

暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け

自
己
改
革
を
不
断
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す

　
　

本
年
も
組
合
員
の
皆
様
と
共
に
信
頼

さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
め
ざ
し
、
よ
り
効
果
的
な

事
業
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

新
年
の
門
出
に
あ
た
り
ま
し
て
、
皆
様

の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

代表理事組合長

熊谷　留夫
代表理事専務

浦島　規生
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そ
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新
年
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。　

　

組
合
員
の
皆
様
方
に
は
、
令
和
に
年
号

が
変
わ
り
、
初
と
な
る
新
年
を
ご
健
勝
に

て
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

ま
た
、
日
々
の
営
農
と
あ
わ
せ
、
地
域

農
業
の
振
興
に
向
け
、
日
頃
よ
り
多
大
な

ご
尽
力
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
改

め
て
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

昨
年
の
美
瑛
町
農
業
は
、
平
成
30
年
度

の
気
象
状
況
と
打
っ
て
変
わ
り
、
春
作
業

が
比
較
的
順
調
に
推
移
し
、
一
時
的
な
猛

暑
、
干
ば
つ
に
よ
る
生
育
へ
の
不
安
は
あ

り
ま
し
た
が
、
収
穫
期
に
は
好
天
に
恵
ま

れ
、
作
柄
と
し
て
は
良
好
な
年
と
な
り
ま

し
た
。　

　

し
か
し
、
本
町
に
被
害
は
な
か
っ
た
も

の
の
、
昨
年
９
月
の
台
風
15
号
、
10
月
の

台
風
19
号
に
よ
り
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
と

と
も
に
、
全
国
各
地
で
農
畜
産
物
や
農
業

施
設
等
に
未
曾
有
の
被
害
が
発
生
す
る
な

ど
、
近
年
見
ら
れ
る
異
常
気
象
に
よ
る
農

業
へ
の
被
害
は
測
り
知
れ
ま
せ
ん
。　

　

昨
年
の
作
況
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
米

は
平
年
作
を
確
保
し
、
畑
作
、
蔬
菜
も
収

量
・
品
質
と
も
総
じ
て
平
年
作
以
上
と
な

り
、
酪
農
・
畜
産
は
安
定
基
調
と
、
組
合

員
皆
様
の
努
力
の
成
果
が
報
わ
れ
た
１
年

と
な
り
ま
し
た
。　

　

町
総
体
の
農
業
総
生
産
高
見
込
み
で
は
、

１
２
８
億
円
、
交
付
金
を
加
算
し
ま
す
と

１
６
４
億
円
に
の
ぼ
り
、
過
去
最
高
と
な

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。　

　

昨
年
は
第
10
次
中
期
５
ヵ
年
地
域
農
業

振
興
計
画
の
実
践
初
年
度
で
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
順
調
な
始
ま
り
と
な
り
ま
し
た
こ

と
は
喜
ば
し
く
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

現
状
に
甘
ん
ず
る
こ
と
な
く
手
綱
を
締
め

直
し
、
本
計
画
の
柱
で
あ
り
ま
す
組
合
員

皆
様
の
所
得
向
上
に
向
け
て
、
役
職
員
一

丸
と
な
り
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。　

　

近
年
の
本
町
農
業
は
、
世
代
交
代
も
進

み
、
組
合
員
の
平
均
年
齢
は
若
年
化
傾
向

に
あ
る
半
面
、
離
農
な
ど
に
よ
り
一
戸
当

た
り
の
耕
作
面
積
は
年
々
拡
大
し
て
い
る

現
状
に
あ
り
ま
す
が
、
組
合
員
皆
様
の
地

域
農
業
を
守
る
意
思
の
強
さ
に
よ
り
、
地

域
全
体
の
耕
作
面
積
は
変
わ
る
こ
と
な
く

維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

今
後
は
、
更
な
る
労
働
力
不
足
、
機
械

化
に
よ
る
費
用
負
担
の
増
加
な
ど
、
大
き

な
課
題
も
予
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

こ
の
よ
う
な
課
題
の
打
開
策
に
関
し
て
は
、

農
業
労
務
対
策
・
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
事

業
・
ス
マ
ー
ト
農
業
を
今
ま
で
以
上
に
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
推
進
し
て
行
く
と
同

時
に
、
組
合
員
の
経
営
課
題
に
対
す
る
幅

広
い
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
を
通
じ
て
、

組
合
員
の
満
足
度
向
上
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。　

　

国
際
貿
易
交
渉
の
状
況
は
、
昨
年
９
月

に
行
わ
れ
た
日
米
首
脳
会
談
で
、
農
産
物

や
工
業
品
な
ど
に
つ
い
て
の
日
米
貿
易
協

定
が
最
終
合
意
に
至
り
、
共
同
声
明
に
署

名
し
ま
し
た
。
日
本
は
農
産
物
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ

を
ほ
ぼ
完
全
実
施
し
、
ア
メ
リ
カ
は
自
動

車
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
拒
否
す
る
と
い
う
結
果
に

な
り
、
日
本
側
の
一
方
的
譲
歩
が
浮
き
彫

り
に
な
り
ま
し
た
。　

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
、
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
と
い
っ

た
大
型
国
際
貿
易
協
定
が
発
効
、
さ
ら
に

は
日
米
貿
易
協
定
が
今
後
発
効
さ
れ
る
見

通
し
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
す
ま
す
国
際

競
争
が
激
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
日

本
の
農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
情
勢
は
大

き
な
変
革
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。　

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
「
総
合
的
な

Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
関
連
政
策
大
綱
」
の
改
訂
に
向

け
て
、
農
業
者
が
意
欲
と
将
来
展
望
を
持

っ
て
営
農
に
取
り
組
め
る
環
境
作
り
と
、

持
続
可
能
な
北
海
道
農
業
を
確
立
す
る
た

め
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
も
毅
然
と
し
た
対

応
を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。　

　

ま
た
、
規
制
改
革
推
進
会
議
に
よ
る
農

協
改
革
で
は
、
昨
年
５
月
末
を
も
っ
て
、

５
年
に
わ
た
る
農
協
改
革
集
中
推
進
期
間

が
終
了
し
、
そ
の
間
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は

農
業
者
の
所
得
増
大
、
農
業
生
産
の
拡
大
、

地
域
の
創
生
を
目
標
と
す
る
創
造
的
自
己

改
革
の
実
践
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
次
な
る
農
協
改
革
も
さ
さ
や
か

れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

は
自
主
自
律
の
組
織
と
し
て
組
合
員
・
地

域
と
と
も
に
持
続
可
能
な
農
業
と
豊
か
で

暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け

自
己
改
革
を
不
断
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す

　
　

本
年
も
組
合
員
の
皆
様
と
共
に
信
頼

さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
め
ざ
し
、
よ
り
効
果
的
な

事
業
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

新
年
の
門
出
に
あ
た
り
ま
し
て
、
皆
様

の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

熊谷　留夫

浦島　規生

渡辺　和也

藤田　元弘

真田　佳則

米田　浩幸

江花　秀一

村上　聡和

吉井　鉄也

櫻井　盛明

下司　和広

山田　　剛

青嶋　秀雄

中村　紀之

山本　英之

吉尾　　豊

太田　　満

福田　弘行

谷口　　学

外職員一同

謹んで新春の　　　　
お慶びを申し上げます
◆代表理事組合長 

◆代表理事専務

◆常務理事（学識経験者）

◆理　　事
（総務委員長・農家経済対策特別委員）

◆理　　事
（業務委員長・農家経済対策特別委員）

◆理　　事
（総務副委員長・農家経済対策特別委員）

◆理　　事
（業務副委員長・農家経済対策特別委員）

◆理　　事
（農家経済対策特別委員長・総務委員）

◆理　　事
（農家経済対策特別副委員長・業務委員）

◆理　　事（総務委員）

◆理　　事（総務委員）

◆理　　事（業務委員）

◆理　　事（業務委員）

◆理　　事
（学識経験者/信用担当）

◆代表監事

◆常勤監事（員外監事）

◆監　　事

◆監　　事

◆監　　事 



7
日

7
日

7
日

11
日

11
日

16
日

22
日

26
〜
28
日

4
日

4
日

6
日

6
日

8
日

8
日

13
日

14
日

15
日

18
日

18
日

22
日

25
日

 

26
日

26
日

26
日

27
日

27
日
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4

1
月 

仕
事
始
め

豊
穣
･
安
全
祈
願
祭

新
年
交
礼
会

五
穀
豊
穣
祈
願
祭
・
新
春
懇
談
会 

美
瑛
養
豚
会
家
族
交
流
会

タ
ス
マ
ニ
ア
研
修
報
告
会 

と
ま
と
生
産
部
会
定
期
総
会 

年
金
友
の
会
湯
治

2
月  

営
農
技
術
研
修
会

Ｊ
Ａ
び
え
い
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

青
年
部
定
期
総
会

メ
ロ
ン
生
産
部
会
定
期
総
会 

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会
定
期
総
会

種
子
馬
鈴
薯
生
産
組
合
定
期
総
会

麦
作
生
産
部
会
定
期
総
会

馬
鈴
薯
生
産
部
会
定
期
評
議
員
会

豆
作
生
産
部
会
定
期
総
会

美
瑛
町
農
業
機
械
協
議
会
定
期
総
会

稲
作
生
産
部
会
定
期
総
会

大
根
生
産
部
会
定
期
総
会

加
工
馬
鈴
薯
コ
ン
ト
ラ
協
議
会
定
期
総
会

報
徳
社
実
践
農
業
講
座 

報
徳
社
定
期
総
会

ア
ス
パ
ラ
生
産
部
会
定
期
総
会

女
性
部
定
期
総
会

長
葱
生
産
部
会
定
期
総
会

2
0
1
9
年
の
動
き 

　事
業
活
動
を
振
り
返
っ
て 

 

令
和
元
年
は
、
元
号
が
変
わ
る
大
き
な
節

目
の
年
と
な
り
、
大
型
国
際
貿
易
協
定
の
発

効
や
大
筋
合
意
な
ど
、
様
々
な
環
境
変
化
の

年
と
な
り
ま
し
た
。
農
業
に
お
い
て
も
、
台

風
に
よ
る
強

風
や
大
雨
の

影
響
な
ど
、

自
然
相
手
の

仕
事
の
厳
し

さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
よ
う
な
場
面
が
数
多

く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
に
お
い
て
は
、

春
先
の
融
雪
は
ほ
ぼ
順
調
で
、
そ
の
後
一
時

的
な
低
温
や
猛
暑
、
干
ば
つ
は
あ
り
ま
し
た

が
、
収
穫
期
の
好
天
や
遅
い
初
雪
に
よ
り
、

無
事
に
収
穫
作
業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

 

当
Ｊ
Ａ
事
業
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
コ
ン

ト
ラ
ク
タ
ー
事

業
拡
大
を
図
る

た
め
の
馬
鈴
薯

受
入
選
別
施
設

の
増
強
な
ど
、

労
働
力
不
足
や
規
模
拡
大
へ
の
対
応
を
一
層

強
化
し
た
年
と
な
り
ま
し
た
。
国
際
競
争
の

激
化
が
予
想
さ
れ
る
中
で
展
開
さ
れ
た
当
Ｊ

Ａ
事
業
を
振
り
返
り
ま
す
。 

2/27 女性部定期総会2/27 女性部定期総会

2/25 
加工馬鈴薯コントラ協議会
定期総会

2/25 
加工馬鈴薯コントラ協議会
定期総会

2/4 営農技術研修会  2/4 営農技術研修会  

1/7 新年交礼会1/7 新年交礼会

トピックス
ＪＡこの一年

〜
激
変
す
る

　
　農
業
環
境
へ
の
対
応
を
〜



3/19 新農業人研修修了証書授与式3/19 新農業人研修修了証書授与式

3/12 青年部・Ｆミセス会
　　  合同リーダー研修会  
3/12 青年部・Ｆミセス会
　　  合同リーダー研修会  
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5

3
月 

タ
ス
マ
ニ
ア
州
政
府
首
相
と
の
調
印
式

百
合
根
生
産
部
会
定
期
総
会

第
64
回
地
区
懇
談
会

青
年
部
・
Ｆ
ミ
セ
ス
会
合
同
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

新
農
業
人
研
修
修
了
証
書
授
与
式

ニ
ン
ジ
ン
生
産
部
会
定
期
総
会

酪
農
振
興
部
会
定
期
総
会

第
10
次
中
期
5
カ
年
計
画
策
定
委
員
会

4
月 

朝
会
／
新
規
採
用
辞
令
交
付

第
68
回
通
常
総
代
会

酪
農
婦
人
部
定
期
総
会

年
金
友
の
会
総
会

ホ
ク
レ
ン
1
0
0
周
年
記
念
式
典

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
定
期
総
会

乳
牛
検
定
組
合
定
期
総
会

5
月 

新
規
採
用
者
農
業
実
習

新
農
業
人
激
励
の
つ
ど
い

エ
ゾ
鹿
協
議
会
総
会

廃
プ
ラ
協
議
会
総
会

あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
in
び
え
い
田
植
え

Ｊ
Ａ
び
え
い
食
品
㈱
株
主
総
会

Ｊ
Ａ
び
え
い
販
売
㈱
株
主
総
会

美
瑛
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
㈱
株
主
総
会

6
月 

獣
魂
式 

美
瑛
ヘ
ル
シ
ー
マ
ラ
ソ
ン
2
0
1
9

と
ま
と
生
産
部
会
消
流
懇
談
会

報
徳
社
交
流
会

馬
鈴
薯
生
産
部
会
フ
ィ
ー
ル
ド
デ
ィ

タ
ス
マ
ニ
ア
研
修
報
告
会

あ
ぐ
り
キ
ッ
チ
ン
教
室

5
日

8
日

11
日
・
13
日

12
日

19
日

22
日

28
日

29
日

1
日

5
日

9
日

12
日

18
日

23
日

23
日

7
〜
13
日

14
日

20
日

20
日

21
日

24
日

24
日

24
日

3
日

9
日

18
日

22
日

24
日

27
日

29
日

3/5 タスマニア州政府首相との調印式 3/5 タスマニア州政府首相との調印式 

3/11・13 第64回地区懇談会3/11・13 第64回地区懇談会

4/5 第68回通常総代会4/5 第68回通常総代会

6/3 獣魂祭6/3 獣魂祭

6/27 
タスマニア研修報告会
6/27 
タスマニア研修報告会

5/21 あぐりスクールinびえい田植え5/21 あぐりスクールinびえい田植え
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6

7
月 

農
林
水
産
省
と
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
と
の
意
見
交
換
会

馬
鈴
薯
受
入
選
別
施
設
竣
工
式

穀
類
乾
燥
貯
蔵
施
設
安
全
祈
願

馬
鈴
薯
市
場
懇
談
会

び
え
い
小
麦
キ
ャ
ン
プ

組
織
活
動
交
流
会

麦
作
合
同
会
議

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
受
入
式

町
営
白
金
牧
場
定
期
総
会

支
部
安
全
狩
猟
射
撃
大
会

美
瑛
神
社
例
大
祭
・
御
神
幸
式 

8
月 

G
P
S
ト
ラ
ク
タ
ー
講
習
会

百
合
根
部
会
消
流
懇
談
会

ど
か
ん
と
農
業
ま
つ
り

9
月 

日
本
甜
菜
製
糖
株
式
会
社
創
立
1
0
0
周
年
記
念
祝
賀
会

酪
農
家
族
懇
談
会

令
和
元
年
産
米
初
検
査

美
瑛
町
1
2
0
周
年
記
念
式
典
な
ら
び
に
美
瑛
町
開
拓
記
念
式
典 

第
14
回
J
A
び
え
い
組
合
長
杯
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
i
n
び
え
い
稲
刈
り

 

10
月 

第
12
回
Ｊ
Ａ
び
え
い
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

J
A
グ
ル
ー
プ
か
み
か
わ
農
業
祭
2
0
1
9

異
業
種
人
材
育
成
研
修
に
係
る
最
終
報
告
会 2

〜
3
日

4
日

8
日

9
日

10
〜
11
日

11
日

12
日

18
日

18
日

21
日

25
日 

22
日

23
日

24
日

2
日

7
日

14
日

15
日

24
日

30
日

5
日

14
日

26
日

8/24 どかんと農業まつり 8/24 どかんと農業まつり 9/30 あぐりスクールinびえい稲刈り 9/30 あぐりスクールinびえい稲刈り 

7/4 馬鈴薯受入選別施設竣工式 7/4 馬鈴薯受入選別施設竣工式 
7/10 びえい小麦キャンプ 7/10 びえい小麦キャンプ 

7/11 
組織活動交流会
7/11 
組織活動交流会

8/22 GPSトラクター講習会8/22 GPSトラクター講習会



11/21 学校給食 美瑛米・食パン贈呈式 11/21 学校給食 美瑛米・食パン贈呈式 
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7

11
月 

産
業
懇
談
会

中
学
生
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
講
習

第
24
回
東
京
美
瑛
会
総
会

役
員
海
外
視
察
研
修 

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム

大
嘗
祭

青
年
部
・
Ｆ
ミ
セ
ス
会
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会 

農
協
法
公
布
記
念
朝
会

組
合
員
宅
一
日
一
斉
皆
訪
問

学
校
給
食 

美
瑛
米
・
食
パ
ン
贈
呈
式

穀
類
乾
燥
調
製
施
設
工
員
終
業
式

12
月

集
落
代
表
者
研
修
会

麦
作
合
同
会
議

報
徳
社
員
交
流
会

美
瑛
町
へ
鏡
餅
謹
呈

仕
事
納
め

5
日

6
日
・
8
日

9
日

10
〜
18
日

12
日

14
日

15
日

19
日

19
日

21
日

25
日

6
日

12
日

17
日

27
日

30
日

11/15 青年部・Ｆミセス会ミニバレー大会 11/15 青年部・Ｆミセス会ミニバレー大会 

11/27・12/2・9 
小学生食育調理実習 
11/27・12/2・9 
小学生食育調理実習 

12/6 集落代表者研修会 12/6 集落代表者研修会 

12/17 報徳社員交流会 12/17 報徳社員交流会 

11/6・8 
中学生テーブルマナー講習 
11/6・8 
中学生テーブルマナー講習 
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当
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本

草
丈
㎝
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8

令
和
元
年
の

　
　
生
育
を
顧
み
て

融
雪
は
足
踏
み

　
　
　

３
月
中
旬
の
降
雪
が
災
い
？

今
年
も
移
植
作
業
は

　
　

管
内
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
ト
で
し
た

営農ガイド
大雪地区
農業改良 普及センター

EINOU　GUIDE

水水

稲稲

図１　５月下旬から６月にかけての気温の経過

図2　大雪地区水稲生育の推移

生
育
は
、
ほ
ぼ

　
　
　
　

平
年
並
み
で
経
過
し
た

登
熟
初
期
は
高
温
多
照
で

　
　
　
　

稲
は
元
気
に
生
育
し
た

９
月
中
旬
の
日
照
不
足
が

　
　
　
　
　
　

登
熟
進
度
を
緩
慢
に

　

美
瑛
町
の
融
雪
期
は
４
月
13
日
と
な
り
ま
し

た
。
平
年
比
較
で
３
日
遅
れ
と
な
っ
た
た
め
、

作
業
ス
タ
ー
ト
も
若
干
遅
れ
気
味
で
し
た
。

　

温
湯
消
毒
済
種
子
の
受
け
渡
し
は
３
月
26
日

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。　

　

種
子
の
引
き
取
り
後
は
、
予
措
作
業
及
び
育

苗
ハ
ウ
ス
の
準
備
等
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
成
苗
は
早
期
異
常
出
穂
等
の
恐
れ
が
あ

る
の
で
育
苗
日
数
を
長
く
し
な
い
よ
う
に
作
業

を
進
め
ま
し
た
が
５
月
下
旬
は
高
温
に
な
っ
て
、

一
部
の
ハ
ウ
ス
で
は
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

　

高
温
に
よ
る
ヤ
ケ
等
の
大
き
な
障
害
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

本
田
作
業
で
は
、
耕
起
盛
期
は
５
月
２
日
で

平
年
並
み
に
進
み
、
順
次
代
掻
き
作
業
と
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

　

美
瑛
町
で
は
移
植
作
業
の
走
り
が
５
月
８
日

と
早
く
始
ま
り
ま
し
た
。

　

過
去
で
あ
れ
ば
、
移
植
後
に
低
温
に
な
っ
て

初
期
生
育
が
抑
え
ら
れ
、
植
え
傷
み
等
が
見
ら

れ
ま
し
た
が
、
昨
年
は
高
温
多
照
で
良
好
に
経

過
し
た
た
め
、
早
く
移
植
し
た
苗
は
、
短
期
間

で
活
着
し
初
期
生
育
は
順
調
と
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
は
過
去
に
な
い
く
ら
い
安
定
し
た
気
候

と
な
り
ま
し
た
。
（
図
１
）

　

移
植
後
は
気
温
も
高
く
経
過
し
て
初
期
生
育

は
順
調
で
し
た
。
雑
草
の
発
生
も
早
ま
り
、
除

草
剤
で
抑
え
切
れ
な
い
ほ
場
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

（
図
２
）

　

出
穂
は
平
年
よ
り
２
日
程
度
早
ま
り
ま
し
た

が
、
揃
い
ま
で
に
や
や
日
数
を
要
し
ま
し
た
。

　

登
熟
前
半
は
高
温
多
照
の
中
で
経
過
し
た
た

め
、
稲
は
旺
盛
に
土
壌
窒
素
を
吸
収
し
、
玄
米

タ
ン
パ
ク
含
量
は
や
や
高
め
と
な
り
ま
し
た
。

登
熟
時
の
温
度
が
高
か
っ
た
の
で
ア
ミ
ロ
ー
ス

含
量
は
低
め
で
し
た
。

　

低
タ
ン
パ
ク
米
は
少
な
い
で
す
が
、
高
い
数

値
の
製
品
も
少
な
く
総
体
と
し
て
食
味
は
良
好

で
し
た
。

　

農
政
事
務
所
か
ら
の
作
柄
は
、
昨
年
の
不
良

か
ら
転
じ
て
今
年
は
北
海
道
の
作
況
指
数
１
０

４
の
や
や
良
、
上
川
管
内
も
１
０
５
と
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　

出
穂
開
花
の
期
間
は
良
好
に
経
過
し
た
た
め
、

順
調
に
登
熟
が
進
め
ば
収
量
も
期
待
出
来
た
の

で
す
が
、
９
月
中
旬
の
日
照
不
足
が
登
熟
進
度

を
緩
慢
に
し
、
青
未
熟
粒
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　

成
熟
期
は
９
月
10
日
と
な
り
、
平
年
比
で
１

日
早
ま
っ
た
程
度
と
な
り
ま
し
た
。

　

生
産
者
の
実
収
量
に
は
振
れ
が
あ
り
ま
す
が
、

製
品
収
量
で
平
年
並
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

病
害
虫
の
発
生

状
況
は
、
夏
場
高

温
に
経
過
し
た
の

で
、
カ
メ
ム
シ
の

発
生
量
は
多
く
被

害
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
適
正
な

防
除
に
よ
り
き
わ

め
て
僅
か
な
被
害

で
済
み
ま
し
た
。

　

い
も
ち
病
の
発

生
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

㎡
当
た
り
穂
数
は
平
年
並
み
に
な
り
ま
し
た
。

一
穂
の
籾
数
は
14
％
程
度
多
く
な
り
作
柄
に
期

待
が
掛
か
り
ま
し
た
が
、
登
熟
歩
合
が
平
年
比

90
％
と
低
下
し
た
た
め
に
収
量
は
平
年
並
み
と

な
り
ま
し
た
。
（
図
３
）　
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本 粒 粒 ％ 粒 ％ ｇ ㎏

㎡当穂数 一穂籾数 ㎡当籾数 稔実歩合 ㎡稔実籾数 登熟歩合 千粒重 精玄米重

収量構成要素等平年比

項目 根雪始 融雪期 根雪期間

Ｒ１ 12月6日 4月13日 128

平年 11月26日 4月10日 137

平年差 遅10日 遅3日 短9日

表１　美瑛町における根雪始・融雪期

図１　令和元年産きたほなみの生育経過

項目
生育期節 農作業期

起生期
Ｒ１
平年
遅速

4月20日
4月20日
±0

幼穂形成期
5月12日
5月10日
遅2日

止葉期
5月28日
5月31日
早3日

出穂期
6月5日
6月8日
早3日

乳熟期
6月27日
7月1日
早4日

成熟期
7月17日
7月21日
早4日

収穫始
7月21日
7月24日
早3日

収穫期
7月24日
7月27日
早3日

収穫終
7月31日
8月2日
早2日

表２　秋まき小麦（きたほなみ）の生育期節・収穫作業

項目
積算平均気温(℃) 積算降水量(mm) 積算日照時間(hr)

起生期～止葉期
Ｒ１
平年

平年比(%)

456
367
124

止葉期～出穂期
142
121
118

出穂期～成熟期
734
724
101

起生期～止葉期
80
78
102

止葉期～出穂期
19
19
99

出穂期～成熟期
68
101
68

起生期～止葉期
302
226
134

止葉期～出穂期
46
55
83

出穂期～成熟期
225
243
93

表３　生育期節間の気象経過（アメダス美瑛）

全国 北海道 上川 全国 北海道 上川
531 559 582 101 100 101
544 551 572 100 103 99
534 560 576 100 100 99
529 495 513 90 98 90
529 571 599 99 104 105

指　　　数収　量　kg/10a

H27
H28
H29
H30
R1

年
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10/1 10/15 5/15 6/1 6/15 7/1 7/15

草丈・稈長(Ｒ１) 草丈・稈長(平年)

茎数・穂数(Ｒ１) 茎数・穂数(平年)

茎
数

・
穂

数
（
本

/㎡
）

草
丈

・
稈

長
（
㎝

）
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昨
年
の
融
雪
は
平
年
よ
り
３
日
遅
か
っ
た
も

の
の
、
そ
の
後
好
天
が
続
き
耕
起
始
は
平
年
よ

り
５
日
早
く
な
り
ま
し
た
（
表
１
）
。

　

春
の
は
種
・
植
付
作
業
は
概
ね
順
調
に
終
了

し
ま
し
た
。
農
耕
期
間
（
４
〜
10
月
）
の
積
算

平
均
気
温
は
平
年
比
１
０
８
％
、
積
算
日
照
時

間
は
同
１
１
２
％
、
積
算
降
水
量
は
同
94
％
と
、

比
較
的
良
好
な
気
象
条
件
で
経
過
し
た
こ
と
か

ら
、
作
物
の
生
育
は
全
体
的
に
平
年
よ
り
や
や

早
く
推
移
し
、
収
量
・
品
質
も
平
年
並
〜
良
い

も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
秋
ま
き
小
麦
の
赤
さ
び
病
、
ば
れ

い
し
ょ
茎
葉
の
早
期
枯
れ
上
が
り
な
ど
、
特
徴

的
な
事
象
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
病
害
の
発
生
好

適
条
件
に
応
じ
た
予
防
的
防
除
、
気
象
変
動
の

影
響
を
緩
和
す
る
土
壌
環
境
改
善
の
重
要
性
を

再
確
認
さ
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

１　

秋
ま
き
小
麦
（
き
た
ほ
な
み
）

（
１
）
生
育
経
過
（
表
２
・
３
、
図
１
）　

　

融
雪
後
、
平
年
並
に
起
生
期
を
迎
え
ま
し
た
。

起
生
期
以
降
、
気
温
と
日
照
時
間
に
恵
ま
れ
、

止
葉
期
は
平
年
よ
り
３
日
早
く
な
り
ま
し
た
。

出
穂
前
後
は
一
時
的
に
低
温
、
湿
潤
寡
照
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
登
熟
期
間
は
少
雨
、
日

照
時
間
の
少
な
い
気
象
条
件
で
経
過
し
ま
し
た
。

　

成
熟
期
は
平
年
よ
り
４
日
早
く
、
収
穫
作
業

は
平
年
よ
り
３
日
早
く
始
ま
り
ま
し
た
。

　

昨
年
、
根
雪
前
に
十
分
な
生
育
量
を
確
保
し
、

雪
腐
病
に
よ
る
茎
数
の
減
耗
も
軽
微
だ
っ
た
こ

と
か
ら
、
起
生
期
以
降
の
草
丈
と
茎
数
は
、
平

年
を
上
回
っ
て
推
移
し
ま
し
た
。
最
終
的
な
穂

数
は
６
７
８
本
／
㎡
（
平
年
比
１
１
８
％
）
と

な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

畑畑

作作

図3　収量構成要素・収量

　

美
瑛
町
の
融
雪
期
は
４
月
13
日
と
な
り
ま
し

た
。
平
年
比
較
で
３
日
遅
れ
と
な
っ
た
た
め
、

作
業
ス
タ
ー
ト
も
若
干
遅
れ
気
味
で
し
た
。

　

温
湯
消
毒
済
種
子
の
受
け
渡
し
は
３
月
26
日

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。　

　

種
子
の
引
き
取
り
後
は
、
予
措
作
業
及
び
育

苗
ハ
ウ
ス
の
準
備
等
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
成
苗
は
早
期
異
常
出
穂
等
の
恐
れ
が
あ

る
の
で
育
苗
日
数
を
長
く
し
な
い
よ
う
に
作
業

を
進
め
ま
し
た
が
５
月
下
旬
は
高
温
に
な
っ
て
、

一
部
の
ハ
ウ
ス
で
は
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

　

高
温
に
よ
る
ヤ
ケ
等
の
大
き
な
障
害
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

本
田
作
業
で
は
、
耕
起
盛
期
は
５
月
２
日
で

平
年
並
み
に
進
み
、
順
次
代
掻
き
作
業
と
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

　

美
瑛
町
で
は
移
植
作
業
の
走
り
が
５
月
８
日

と
早
く
始
ま
り
ま
し
た
。

　

過
去
で
あ
れ
ば
、
移
植
後
に
低
温
に
な
っ
て

初
期
生
育
が
抑
え
ら
れ
、
植
え
傷
み
等
が
見
ら

れ
ま
し
た
が
、
昨
年
は
高
温
多
照
で
良
好
に
経

過
し
た
た
め
、
早
く
移
植
し
た
苗
は
、
短
期
間

で
活
着
し
初
期
生
育
は
順
調
と
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
は
過
去
に
な
い
く
ら
い
安
定
し
た
気
候

と
な
り
ま
し
た
。
（
図
１
）

　

移
植
後
は
気
温
も
高
く
経
過
し
て
初
期
生
育

は
順
調
で
し
た
。
雑
草
の
発
生
も
早
ま
り
、
除

草
剤
で
抑
え
切
れ
な
い
ほ
場
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

（
図
２
）

　

出
穂
は
平
年
よ
り
２
日
程
度
早
ま
り
ま
し
た

が
、
揃
い
ま
で
に
や
や
日
数
を
要
し
ま
し
た
。

　

登
熟
前
半
は
高
温
多
照
の
中
で
経
過
し
た
た

め
、
稲
は
旺
盛
に
土
壌
窒
素
を
吸
収
し
、
玄
米

タ
ン
パ
ク
含
量
は
や
や
高
め
と
な
り
ま
し
た
。

登
熟
時
の
温
度
が
高
か
っ
た
の
で
ア
ミ
ロ
ー
ス

含
量
は
低
め
で
し
た
。

　

低
タ
ン
パ
ク
米
は
少
な
い
で
す
が
、
高
い
数

値
の
製
品
も
少
な
く
総
体
と
し
て
食
味
は
良
好

で
し
た
。

　

農
政
事
務
所
か
ら
の
作
柄
は
、
昨
年
の
不
良

か
ら
転
じ
て
今
年
は
北
海
道
の
作
況
指
数
１
０

４
の
や
や
良
、
上
川
管
内
も
１
０
５
と
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　

出
穂
開
花
の
期
間
は
良
好
に
経
過
し
た
た
め
、

順
調
に
登
熟
が
進
め
ば
収
量
も
期
待
出
来
た
の

で
す
が
、
９
月
中
旬
の
日
照
不
足
が
登
熟
進
度

を
緩
慢
に
し
、
青
未
熟
粒
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　

成
熟
期
は
９
月
10
日
と
な
り
、
平
年
比
で
１

日
早
ま
っ
た
程
度
と
な
り
ま
し
た
。

　

生
産
者
の
実
収
量
に
は
振
れ
が
あ
り
ま
す
が
、

製
品
収
量
で
平
年
並
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

病
害
虫
の
発
生

状
況
は
、
夏
場
高

温
に
経
過
し
た
の

で
、
カ
メ
ム
シ
の

発
生
量
は
多
く
被

害
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
適
正
な

防
除
に
よ
り
き
わ

め
て
僅
か
な
被
害

で
済
み
ま
し
た
。

　

い
も
ち
病
の
発

生
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

㎡
当
た
り
穂
数
は
平
年
並
み
に
な
り
ま
し
た
。

一
穂
の
籾
数
は
14
％
程
度
多
く
な
り
作
柄
に
期

待
が
掛
か
り
ま
し
た
が
、
登
熟
歩
合
が
平
年
比

90
％
と
低
下
し
た
た
め
に
収
量
は
平
年
並
み
と

な
り
ま
し
た
。
（
図
３
）　

表1　作況指数と収量



図３　令和元年産　春まき小麦の生育経過

図２ は種期と越冬前葉数の関係 

項目
㎡当り

穂数（本）

Ｒ１

平年

平年比(%)

678 

586 

116 

１穂粒数

(粒/穂)

30.8 

31.5 

98 

千粒重

(g)

41.6 

41.5 

100 

子実重

(kg/10a)

842 

700 

120 

歩留※

（％）

97 

92 

105 

蛋白
含有率
（％）

12.2

12.4

-0.2pt

※１穂粒数・千粒重2.3mm網上

表４　秋まき小麦（きたほなみ）の収量構成要素（普及センター作況調査）

項目
は種始

9月6日

9月11日

早５日

Ｒ２

平年

遅速・比

は種期

9月14日

9月18日

早４日

は種終

9月28日

9月26日

遅２日

出芽期

9月26日

9月28日

早２日

9月5日は種

721

670

108%

9月15日は種

535

509

106%

9月25日は種

400

371

108%

は種作業・出芽期 は種後の積算平均気温(℃)

※は種作業・出芽期は、きたほなみ・ゆめちからの両方を対象とした

H24産

H25産

H26産

H27産

H28産

H30産

R1産

R2産

2

3

4

5

6

9月10日 9月15日 9月20日 9月25日 9月30日

越
冬
前
の
葉
数

(枚
)

地域のは種期

0
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400
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0
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40

60

80

100

5/15 6/1 6/15 7/1 7/15 8/1

草丈・稈長(Ｒ１) 草丈・稈長(平年)

茎数・穂数(Ｒ１) 茎数・穂数(平年)

茎
数
・
穂
数
（
本

/㎡
）

草
丈
・
稈
長
（
㎝
）
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（
２
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　

５
月
下
旬
に
「
赤
さ
び
病
」
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
乾
燥
し
た
好
適
条
件
で
「
赤

さ
び
病
」
の
病
勢
は
強
ま
り
、
「
き
た
ほ
な

み
」
で
は
全
町
的
な
発
生
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
連
作
等
で
土
壌
中
の
菌
密
度
の
高
ま
る

「
立
枯
病
」
が
排
水
性
の
劣
る
転
作
畑
な
ど
を

中
心
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
問
題
と
な
っ
た
「
赤
か
び
病
」
や
「
ふ

枯
病
」
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
３
）
作
況
ほ
に
お
け
る
収
量
構
成
要
素（
表
４
）

　

１
穂
粒
数
と
千
粒
重
は
平
年
並
で
し
た
が
、

穂
数
と
歩
留
が
平
年
を
上
回
り
、
子
実
重
は
平

年
比
１
２
０
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

子
実
蛋
白
は
12
．
２
％
と
平
年
並
の
水
準
で

し
た
。

（
４
）
作
柄
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
要
因（
図
２
）

　

登
熟
期
間
中
の
気
温
は
低
く
、
日
照
時
間
は

長
い
ほ
ど
、
千
粒
重
（
粒
大
）
は
大
き
く
な
り

ま
す
。
本
年
の
期
間
中
の
気
温
は
平
年
並
で
、

日
照
時
間
は
や
や
短
く
な
り
、
千
粒
重
は
平
年

並
と
な
り
ま
し
た
。

　

多
収
と
な
っ
た
要
因
と
し
て
、
穂
数
と
歩
留

の
高
さ
が
指
摘
さ
れ
ま
す
。
平
成
30
年
の
秋
は
、

順
調
な
は
種
作
業
と
温
暖
な
天
候
に
生
育
が
進

み
、
翌
年
の
丈
夫
な
穂
と
な
る
「
頑
健
茎
」
を

多
く
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
収
量
に

貢
献
す
る
充
実
し
た
穂
を
多
く
の
ほ
場
で
確
保

で
き
た
こ
と
、
春
以
降
の
適
正
な
管
理
で
、
収

量
構
成
要
素
に
損
耗
が
な
か
っ
た
こ
と
が
、
令

和
元
年
の
多
収
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

（
５
）
令
和
２
年
産
秋
ま
き
小
麦
の
生
育
状
況

　

（
表
５
）

　

９
月
初
旬
「
ゆ
め
ち
か
ら
」
を
中
心
に
は
種

が
始
ま
り
、
は
種
始
は
平
年
よ
り
５
日
早
く
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
９
月
11
日
以
降
に
続
い

た
降
雨
に
よ
り
、
作
業
は
中
断
・
遅
延
し
、
は

種
終
は
平
年
よ
り
２
日
遅
れ
ま
し
た
（
９
月
11

〜
20
日
の
合
計
降
水
量
60
㎜
。
期
間
中
、
日
降

水
量
20
㎜
以
上
を
２
回
観
測
）
。
傾
斜
地
や
丘

陵
地
で
は
、
強
雨
後
に
表
土
や
種
子
の
流
失
が

生
じ
ま
し
た
。

　

は
種
作
業
の
中
断
に
よ
り
、
地
域
の
秋
ま
き

小
麦
に
生
育
差
が
つ
き
ま
し
た
。
生
育
の
旺
盛

な
「
ゆ
め
ち
か
ら
」
は
、
越
冬
前
葉
数
６
枚
以

上
に
達
す
る
一
方
で
、
９
月
末
に
は
種
し
た

「
き
た
ほ
な
み
」
の
葉
数
は
３
枚
前
後
と
な
っ

て
い
ま
す
。
地
域
平
均
で
は
、
「
き
た
ほ
な

み
」
の
越
冬
前
葉
数
は
４
．
３
枚
、
茎
数
は
６

６
８
本
／
㎡
と
な
り
ま
し
た
（
11
月
11
日
調

査
）
。

２　

春
ま
き
小
麦
（
春
よ
恋
）

（
１
）
生
育
経
過
（
表
６
・
７
、
図
３
）

　

融
雪
後
の
作
業
は
順
調
に
進
み
、
は
種
期
は

平
年
よ
り
３
日
早
く
な
り
ま
し
た
。
は
種
後
の

降
雨
も
あ
り
出
芽
は
良
好
で
し
た
。　

　

出
芽
以
降
、
気
象
条
件
に
恵
ま
れ
た
こ
と
か

ら
、
止
葉
期
は
平
年
よ
り
４
日
早
く
な
り
ま
し

た
。
生
育
も
旺
盛
に
経
過
し
、
６
月
１
日
の
茎

数
は
９
６
７
本
／
㎡
と
平
年
比
１
３
２
％
で
し

た
。

　

出
穂
期
に
最
低
気
温
５
℃
前
後
と
な
る
日
が

数
日
続
き
ま
し
た
が
、
登
熟
日
数
は
43
日
と
平

年
並
の
登
熟
期
間
を
確
保
し
ま
し
た
。

　

登
熟
後
半
の
７
月
下
旬
の
気
温
は
高
く
、
少

雨
の
影
響
も
あ
っ
て
、
急
速
に
枯
れ
上
が
る
よ

う
な
ほ
場
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

収
穫
始
は
平
年
よ
り
２
日
早
く
、
高
温
乾
燥

し
た
気
象
条
件
で
収
穫
作
業
は
進
み
、
収
穫
終

は
平
年
よ
り
５
日
早
ま
り
ま
し
た
。

表5　令和２年産秋まき小麦のは種・出芽期・は種後の積算気温



項目

積算平均気温(℃) 積算降水量(mm) 積算日照時間(hr)

出芽期～
止葉期

Ｒ１

平年

平年比(%)

止葉期～
出穂期

出穂期～
成熟期

出芽期～
止葉期

止葉期～
出穂期

出穂期～
成熟期

出芽期～
止葉期

止葉期～
出穂期

出穂期～
成熟期

506

411

123

178

184

97

874

817

107

77

72

107

18

23

80

60

130

46

260

210

124

62

69

90

221

240

92

表6　春まき小麦の生育期節・農作業期

表7　生育期節間の気象経過（アメダス美瑛）

項目

農作業期 生育期節 農作業期 生育期間

は種始

Ｒ１

平年

遅速

は種期 は種終 出芽期 開花期 成熟期 収穫始 収穫期 収穫終

5月17日

5月18日

早1日

5月20日

5月25日

早5日

5月28日

6月2日

早5日

6月6日

6月8日

早2日

7月22日

7月25日

早3日

9月14日

9月9日

遅5日

9月25日

9月18日

遅7日

10月7日

10月4日

遅3日

10月22日

10月21日

遅1日

出芽期
～開花期
46

47

短1日

開花期
～成熟期
54

46

長8日

表９　小豆の生育期節・農作業期

項目

は種始

4月19日

4月21日

早2日

Ｒ１

平年

遅速

は種期

4月23日

4月26日

早3日

農作業期

は種終

4月30日

5月2日

早2日

出芽期

5月5日

5月7日

早2日

止葉期

6月8日

6月12日

早4日

出穂期

6月19日

6月22日

早3日

生育期節

成熟期

8月1日

8月4日

早3日

収穫始

8月3日

8月5日

早2日

収穫期

8月5日

8月8日

早3日

収穫終

8月7日

8月12日

早5日

農作業期

項目 ㎡当り
穂数（本）

Ｒ１

平年

平年比(%)

595

602

99

１穂粒数
(粒/穂)

22.2

22.5

99

千粒重
(g)

41.3

40.3

102

子実重
(kg/10a)

545

535

102

歩留※
（％）

92

86

107

蛋白含有率
（％）

12.7

13.8

-1.1pt
※１穂粒数・千粒重2.3mm網上

表８　春まき小麦の収量構成要素（普及センター作況調査）
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昭和45年３月５日（第３種郵便物認可）昭和45年３月５日（第３種郵便物認可）

11

（
２
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　

６
月
初
旬
よ
り
「
う
ど
ん
こ
病
」
の
発
生
が

見
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
薬
剤
散
布
が
病

勢
の
進
展
を
抑
え
ま
し
た
。
出
穂
前
後
に
冷
涼

湿
潤
な
条
件
と
な
り
ま
し
た
が
、
赤
か
び
病
や

葉
枯
症
状
の
発
生
は
問
題
と
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

（
３
）
作
況
ほ
に
お
け
る
収
量
構
成
要
素（
表
７
）

　

穂
数
、
１
穂
粒
数
は
平
年
並
で
し
た
が
、
千

粒
重
は
平
年
よ
り
重
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
子
実

重
は
平
年
を
や
や
上
回
り
ま
し
た
。
子
実
蛋
白

は
、
平
年
を
下
回
っ
た
も
の
の
、
パ
ン
用
・
中

華
め
ん
用
の
品
質
評
価
基
準
値
に
収
ま
り
ま
し

た
。

（
４
）
作
柄
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
要
因（
表
８
）

　

秋
ま
き
小
麦
同
様
、
登
熟
期
間
中
の
気
温
は

低
く
、
日
照
時
間
の
多
い
こ
と
が
子
実
充
実
、

多
収
の
条
件
と
な
り
ま
す
。
令
和
元
年
の
登
熟

期
間
中
の
気
温
は
平
年
よ
り
や
や
高
く
、
日
照

時
間
は
や
や
短
く

な
り
ま
し
た
。
加

え
て
少
雨
乾
燥
に

よ
り
枯
れ
上
が
り
、

正
常
な
登
熟
が
妨

げ
ら
れ
た
ほ
場
も

観
察
さ
れ
ま
し
た
。

　

収
量
が
平
年
を

や
や
上
回
っ
た
理

由
と
し
て
は
、
登

熟
期
間
中
の
気
象

条
件
に
恵
ま
れ
な

い
も
の
の
、
出
芽

は
揃
い
、
そ
の
後

の
順
調
な
生
育
が

充
実
し
た
穂
に
つ

な
が
っ
た
こ
と
で
、

歩
留
高
く
、
細
麦

の
少
な
い
結
果
に

な
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

３　

小
豆
（
し
ゅ
ま
り
）

（
１
）
生
育
の
経
過
（
表
９
、
図
４
）

　

は
種
作
業
は
、
概
ね
平
年
並
に
始
ま
り
、
好

天
が
続
い
た
こ
と
か
ら
、
は
種
期
・
は
種
終
は

平
年
よ
り
５
日
早
く
な
り
ま
し
た
。

　

出
芽
は
良
好
で
し
た
。
７
月
は
少
雨
・
乾
燥

で
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、
草
丈
が
伸
び
ず
開
花

期
ご
ろ
の
草
丈
は
平
年
よ
り
や
や
短
く
な
り
ま

し
た
。

　

開
花
期
は
平
年
よ
り
３
日
早
ま
り
ま
し
た
が
、

乾
燥
の
進
ん
だ
７

月
下
旬
か
ら
８
月

上
旬
に
か
け
て
、

開
花
の
途
切
れ
る

時
期
が
見
ら
れ
、

莢
数
は
平
年
を
下

回
り
ま
し
た
。

　

品
質
は
平
年
並

で
す
が
、
収
量
は

平
年
を
上
回
り
、

地
域
全
体
と
し
て

の
作
柄
は
良
好
で

し
た
。
普
及
セ
ン

タ
ー
調
査
で
は
、

㎡
当
た
り
の
莢
数

は
少
な
い
（
平
年

比
84
％
）
も
の
の
、

百
粒
重
が
重
か
っ

た
（
平
年
比
１
２

３
％
）
こ
と
か
ら
、

子
実
重
は
平
年
を

や
や
上
回
り
ま
し

た
（
平
年
比
１
０

３
％
）
。

　

目
立
っ
た
病
害

虫
の
発
生
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、

マ
キ
バ
カ
ス
ミ
カ

メ
の
吸
汁
被
害
が

一
部
に
み
ら
れ
ま

し
た
。



図４　令和元年産　小豆の生育経過

図５　令和元年産　小豆着莢数の推移

表12　農作業期（全品種対象）と生育期節（男爵薯）

植付始

4月29日

5月1日

早2日

Ｒ１

平年

遅速

植付期

5月13日

5月10日

遅3日

農作業期

植付終

5月20日

5月18日

遅2日

萌芽期

5月29日

5月30日

早1日

着蕾期

6月13日

6月15日

早2日

開花期

6月27日

6月30日

早3日

生育期節

終花期

7月12日

7月14日

早2日

茎葉黄変期

8月2日

8月8日

早6日

収穫始

8月26日

8月25日

遅1日

収穫期

9月14日

9月15日

早1日

収穫終

10月6日

10月8日

早2日

農作業期

項目 ㎡当莢数
(個)

Ｒ１
平年

平年比(%)

344
411
84

一莢内粒数
(粒/莢)
5.9 
6.2 
95

百粒重
（ｇ）
14.3 
11.6 
123

子実重
(kg/10a)
279
270
103

年次
H27
H28
H29
H30
Ｒ１

萌芽日
5/27
5/27
5/27
5/26
5/29

危険到達日
7/1
6/16
6/21
6/25
6/22

疫病の初発予測は危険到達日から概ね2週間後

表13　ばれいしょ疫病初発予測（FLABS）

表10　開花期以降の気温、降水量、日照時間

表11　小豆の収量構成要素（普及センター作況調査）

項目
開花期後２週間 さらにその後の２週間

平均気温
23.7
20.8
+2.9

Ｒ１
平年
平年差比

降水量
22.5
57.1
39%

日照時間
68.4
73.3
93%

平均気温
20.7
20.2
+0.5

降水量
100.5
62.7
160%

日照時間
68.5
73.6
93%

図６　令和元年産　ばれいしょの
　　　生育経過（男爵薯）

0

2

4

6

8

10

12

14

0

20

40

60

6/15 7/1 7/15 8/1 8/15 9/1 9/15

草丈・Ｒ１ 草丈・平年 葉数・Ｒ１ 葉数・平年

葉
数

（
枚

）

草
丈

（
㎝

）

0

100

200

300

400

500

8/15 9/1 9/15 10/1

莢数・Ｒ１

着
莢
数

(個
/㎡

)

葉数・平年

0

1

2

3

4

0

10

20

30

40

50

60

6/15 7/1 7/15 8/1

茎長(Ｒ１) 茎長(平年)
茎数(Ｒ１) 茎数(平年)

茎
長
（
㎝
）

茎
数
（
本

/株
）

第1152号　令和2年1月1日号　毎月1日発行第1152号　令和2年1月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日（第３種郵便物認可）昭和45年３月５日（第３種郵便物認可）

12

（
２
）
作
柄
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
要
因

　

（
表
10
・
11
、
図
５
）

　

莢
数
は
平
年
を
下
回
り
ま
し
た
。
開
花
期
以

降
、
作
物
体
の
な
か
で
は
、
連
続
す
る
開
花
と

子
実
の
肥
大
が
同
時
に
進
行
す
る
こ
と
か
ら
、

多
く
の
栄
養
と
水
分
を
必
要
と
し
ま
す
。
開
花

期
か
ら
２
週
間
、
さ
ら
に
そ
の
２
週
間
の
気
象

条
件
を
み
る
と
、
前
者
の
平
均
気
温
は
高
く
、

降
水
量
は
平
年
を
大
幅
に
下
回
り
、
強
い
乾
燥

状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

極
度
な
乾
燥
条
件
で
養
分
と
水
分
の
吸
収
が

追
い
つ
か
ず
落
花
、
落
莢
を
招
い
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
一
時
的
な
極
度
の
乾
燥
が
着
莢
数
の

減
少
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

登
熟
日
数
（
開
花
期
〜
成
熟
期
）
が
長
い
と
、

粒
重
は
重
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
令
和
元

年
の
登
熟
日
数
は
平
年
よ
り
８
日
長
く
、
百
粒

重
の
増
加
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

４　

ば
れ
い
し
ょ
（
男
爵
薯
）

（
１
）
生
育
の
経
過
と
病
害
の
発
生
状
況

　

（
表
12
・
13
、
図
６
）

　

植
付
は
平
年
よ
り
２
日
早
く
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
降
雨
に
よ
り
作
業
は
中
断
し
、
植
付

終
は
２
日
遅
れ
と
な
り
ま
し
た
。
収
穫
作
業
は
、

降
雨
の
合
間
を
縫
っ
て
進
み
、
概
ね
平
年
並
に

終
了
し
ま
し
た
。

　

６
月
上
中
旬
の
気
温
は
高
く
、
適
度
な
降
雨

も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
生
育
は
進
み
、
着
蕾
期
、

開
花
期
は
平
年
よ
り
早
く
な
り
ま
し
た
。
男
爵

薯
の
よ
う
な
早
生
品
種
は
、
７
月
の
乾
燥
に
よ

る
水
分
ス
ト
レ
ス
、
養
分
吸
収
不
足
か
ら
茎
葉

黄
変
が
早
ま
り
ま
し
た
。

　

開
花
期
〜
茎
葉
黄
変
期
の
気
温
は
平
年
に
比

べ
て
高
く
、
十
分
な
塊
茎
肥
大
期
間
を
確
保
で

き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

萌
芽
後
の
気

象
条
件
か
ら
予

測
し
た
疫
病
初

発
は
６
月
下
旬

で
し
た
が
、
長

期
間
に
わ
た
る

少
雨
・
乾
燥
条

件
で
病
勢
が
抑

え
ら
れ
ま
し
た
。



図７　令和元年産　てんさいの生育経過

項目
茎数

(本/株)

Ｒ１

平年

平年比(%)

3.6

3.9

92

株当上いも数

(個/株)

9.2

9.2

100

上いも１個重

(g/個)

85

88

97

上いも収量

(kg/10a)

3,807

4,020

95

規格内収量

(kg/10a)

3,635

3,772

96

規格内率

（％）

95

94

101

表14　収量構成要素（男爵薯・普及センター作況調査）

表15　生育期間と塊茎肥大期の気象条件（アメダス美瑛）

生育期間
ストロン伸長期
（萌芽～着蕾）

Ｒ１

平年

平年差比

15

16

－1

塊茎形成期
（着蕾～開花）

14

15

－1

塊茎肥大期
（開花～茎葉黄変）

36

39

－3

積算
平均気温
(℃)

758

779

97%

積算
降水量
(mm)

39

140

28%

項目 生育日数 塊茎肥大期の気象条件

積算
日照時間
(hr)

164

210

78%

表16　てんさい農作業期
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（
２
）
作
況
ほ
に
お
け
る
収
量
構
成
要
素（
表
14
）

　

茎
数
は
平
年
よ
り
少
な
い
も
の
の
、
上
い
も

数
は
平
年
並
で
し
た
。
上
い
も
１
個
重
は
平
年

よ
り
軽
く
、
上
い
も
収
量
、
規
格
内
収
量
は
平

年
を
下
回
り
ま
し
た
。

（
３
）
作
柄
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
要
因（
表
15
）

　

株
当
た
り
上
い
も
数
は
平
年
並
と
な
り
ま
し

た
が
、
塊
茎
肥
大
期
は
日
照
不
足
と
乾
燥
条
件

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
塊
茎
肥
大
の
停
滞
と
肥
大

期
間
の
短
縮
を
招
き
、
結
果
と
し
て
上
い
も
重

と
上
い
も
収
量
の
低
下
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

保
水
性
や
透
排
水
性
の
劣
る
ほ
場
で
茎
葉
の
早

期
枯
れ
上
が
り
が
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
土
壌

物
理
性
の
改
善
に
よ
る
土
壌
環
境
の
適
正
化
が

安
定
し
た
収
量
確
保
に
重
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

５　

て
ん
さ
い

（
１
）
作
業
、
生
育
経
過
（
表
16
、
図
７
）

　

は
種
作
業
は
、
平
年
よ
り
早
く
始
ま
り
ま
し

た
。
移
植
始
は
平
年
よ
り
１
日
早
か
っ
た
も
の

の
、
５
月
２
日
に
36
㎜
、
７
日
に
17
㎜
の
降
雨

が
あ
り
、
ほ
場
の
乾
燥
を
待
っ
た
た
め
、
移
植

終
は
平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。

　

５
月
中
下
旬
は
気
温
、
日
照
時
間
に
恵
ま
れ

た
こ
と
か
ら
、
直
播
の
出
芽
や
移
植
苗
の
活
着

は
良
好
で
し
た
。
粘
土
質
土
壌
や
土
壌
水
分
が

高
い
ま
ま
耕
起
作
業
し
た
ほ
場
で
は
、
砕
土
が

粗
く
移
植
苗
の
活
着
に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。

　

６
月
は
適
度
な
降
雨
が
あ
り
、
移
植
・
直
播

と
も
に
初
期
生
育
は
良
好
で
し
た
。
７
月
の
平

均
気
温
は
平
年
よ
り
高
く
（
平
年
比
＋
１
．
５

℃
）
、
日
照
時
間
は
平
年
よ
り
短
く
な
り
ま
し

た
（
平
年
比
87
％
）
。
加
え
て
少
雨
・
乾
燥
し

た
気
象
条
件
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
７
月
後
半

に
は
水
分
ス
ト
レ
ス
か
ら
茎
葉
の
萎
れ
る
て
ん

さ
い
ほ
場
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

８
月
以
降
、
気
温
は
周
期
的
に
変
化
し
ま
し

た
。
日
照
時
間
は
平
年
よ
り
長
く
、
降
水
量
は

平
年
並
〜
多
く
な
り
ま
し
た
。
一
時
的
に
乾
燥

す
る
時
期
は
あ
り
ま
し
た
が
、
地
域
に
広
く
湿

害
や
生
育
障
害
が
生
ず
る
こ
と
も
な
く
、
生
育

期
間
を
通
じ
て
気
象
条
件
に
恵
ま
れ
、
茎
葉
の

生
育
、
根
部
肥
大
は
進
み
、
葉
数
・
根
周
は
平

年
を
上
回
っ
て
経
過
し
ま
し
た
。

　

収
穫
始
は
平
年
よ
り
４
日
早
ま
り
ま
し
た
。

作
業
期
間
中
、
日
降
水
量
が
20
㎜
を
上
回
る
日

も
あ
り
ま
し
た
が
、
作
業
は
順
調
に
進
み
、
平

年
よ
り
５
日
早
く
収
穫
終
を
迎
え
ま
し
た
。



図８　積算最低気温と根中糖分の関係

年次
根重

（kg/10a)

Ｒ１

平年

平年比

7,873
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109

根中糖分

（％）

16.3

16.4

99

糖量

（kg/10a)

1,283

1,186

108

表17　てんさいの収量状況（普及センター作況調査）
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（
２
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　

褐
斑
病
や
根
腐
病
、
ヨ
ト
ウ
ガ
な
ど
主
要
な

病
害
虫
の
発
生
が
少
な
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

ア
ブ
ラ
ム
シ
が
媒
介
す
る
ウ
イ
ル
ス
病
「
黄

化
病
」
（
西
部
硫
黄
病
か
ら
名
称
変
更
）
の
発

生
も
わ
ず
か
で
し
た
。

　

病
害
抵
抗
性
に
優
れ
る
品
種
へ
の
切
り
替
え
、

適
正
な
薬
剤
散
布
の
実
施
が
、
少
発
生
の
理
由

と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

他
方
、
７
月
は
乾
燥
・
高
温
だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
ハ
ダ
ニ
の
密
度
が
高
ま
り
、
吸
汁
に
よ
る

葉
身
の
黄
化
が
一
部
に
見
ら
れ
ま
し
た
。

（
３
）
収
量
・
糖
分
（
表
17
）

　

糖
分
は
平
年
よ
り
わ
ず
か
に
低
く
、
根
重
は

平
年
よ
り
重
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
10
ａ
当
た
り

糖
量
は
１
，
２
８
３
ｋ
ｇ
（
平
年
比
１
０
９

％
）
と
な
り
ま
し
た
。

（
４
）
作
柄
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
要
因
（
図
８
）

　

気
象
条
件
に
恵
ま
れ
、
湿
害
に
よ
る
収
穫
株

数
の
減
少
や
病
害
虫
に
よ
る
被
害
が
な
く
、
根

部
肥
大
も
順
調
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
高
い
収
量

水
準
と
な
り
ま
し
た
。

　

根
中
糖
分
は
ほ
ぼ
平
年
よ
り
わ
ず
か
に
低
く

な
り
ま
し
た
。
夏
の
最
低
気
温
（
夜
温
）
が
高

い
と
、
て
ん
さ
い
の
呼
吸
に
よ
る
消
費
で
、
根

中
糖
分
は
低
下
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
年
の
７
月
上
旬
か
ら
10
月
上
旬
の
積
算
最
低

気
温
は
１
，
３
０
３
℃
（
過
去
20
年
平
均
１
，

２
９
０
℃
）
と
ほ
ぼ
平
年
並
で
し
た
。
７
月
の

乾
燥
後
の
ま
と
ま
っ
た
降
雨
が
新
葉
の
発
生
を

も
た
ら
し
、
糖
分
の
蓄
積
に
影
響
し
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
融
雪
が
平
年
よ
り
も
３
日
遅
く
な

り
ま
し
た
。
４
月
中
旬
か
ら
好
天
に
恵
ま
れ
、

露
地
・
施
設
野
菜
は
、
は
種
や
移
植
作
業
が
順

調
に
進
み
ま
し
た
。
４
〜
６
月
と
日
照
時
間
が

確
保
さ
れ
、
ト
マ
ト
で
は
平
年
の
６
月
は
低

温
・
日
照
不
足
の
影
響
か
ら
灰
色
か
び
病
が
多

か
っ
た
の
に
対
し
、
令
和
元
年
は
少
な
く
な
り

ま
し
た
。
６
月
下
旬
か
ら
７
月
下
旬
に
か
け
て
、

降
水
量
が
少
な
く
、
た
ま
ね
ぎ
で
は
球
肥
大
の

抑
制
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
露
地
・
施

設
野
菜
全
般
に
ハ
ダ
ニ
の
発
生
が
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。
７
月
中
旬
か
ら
８
月
上
旬
ま
で
の
高

温
、
強
日
射
、
少
雨
等
に
よ
り
各
野
菜
で
茎
葉

の
萎
れ
、
ト
マ
ト
で
は
花
落
ち
に
よ
る
着
果
数

の
減
少
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
で
は
ブ
ラ
ウ
ン
ビ
ー

ズ
の
発
生
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
８
月
は
突
発
的

な
雨
に
よ
り
、
降
水
量
が
多
い
時
期
が
あ
っ
た

も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
降
雨
が
無
い
週
も
見
ら
れ

ま
し
た
。
９
月
以
降
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
収
穫

作
業
は
順
調
に
進
み
ま
し
た
。　

１　

果
菜
類　

（
１
）
ト
マ
ト　

①　

促
成
・
半
促
成
作
型　

　

４
月
中
旬
か
ら
６
月
下
旬
ま
で
の
好
天
に
よ

り
着
果
・
肥
大
は
順
調
で
、
共
選
は
５
月
15
日

の
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
４
月
中
旬
か
ら
気
温

が
高
く
推
移
し
た
こ
と
で
果
実
の
肥
大
が
急
速

に
進
み
ま
し
た
。
４
月
下
旬
・
５
月
中
旬
は
少

雨
と
な
り
、
定
植
後
に
か
ん
水
を
控
え
た
ほ
場

で
は
、
土
壌
水
分
が
不
足
し
、
５
月
中
旬
以
降

で
尻
腐
れ
果
が
低
段
位
に
見
ら
れ
ま
し
た
。
平

年
の
６
月
は
低
温
・
日
照
不
足
に
よ
る
灰
色
か

び
病
の
多
発
生
に
悩
ま
さ
れ
た
も
の
の
、
好
天

に
恵
ま
れ
た
こ
と
か
ら
発
生
量
は
少
な
く
、
生

育
の
促
進
に
繋
が
り
ま
し
た
。
７
月
中
旬
か
ら

８
月
上
旬
ま
で
の
30
度
を
超
え
る
高
温
、
強
日

射
、
少
雨
等
に
よ
り
、
花
落
ち
や
軟
果
玉
の
発

生
に
よ
る
着
果
数
の
減
少
、
茎
葉
の
萎
れ
が
見

ら
れ
ま
し
た
。　

②
抑
制
作
型　

　

５
月
21
日
以
降
の
定
植
と
な
る
抑
制
作
型
は
、

５
月
中
旬
か
ら
６
月
中
旬
で
好
天
が
続
い
た
こ

と
で
、
土
壌
水
分
が
少
な
い
状
況
と
な
り
、
定

植
後
の
か
ん
水
を
控
え
た
ほ
場
で
は
、
土
壌
水

分
が
不
足
し
、
６
月
下
旬
以
降
で
尻
腐
れ
果
が

低
段
位
に
見
ら
れ
ま
し
た
。　

　

促
成
・
半
促
成
作
型
と
同
様
、
７
月
中
旬
か

ら
８
月
上
旬
の
高
温
、
強
日
射
、
少
雨
等
に
よ

り
、
花
落
ち
や
軟
果
玉
の
発
生
に
よ
る
着
果
数

の
減
少
や
茎
葉
の
萎
れ
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
促

成
や
半
促
成
も
含
め
、
令
和
元
年
度
の
出
荷
量

は
前
年
対
比
約
１
２
１
％
と
な
り
ま
し
た
。　

③
病
害
虫　

　

病
害
は
、
８
月
中
旬
以
降
か
ら
低
温
と
曇
天

日
に
灰
色
か
び
病
の
発
生
が
多
く
見
ら
れ
ま
し

た
。
害
虫
は
、
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
の
発
生
が
平
成

30
年
と
同
様
に
６
〜
７
月
に
多
く
見
ら
れ
、
白

ぶ
く
れ
症
状
の
果
実
が
散
見
さ
れ
ま
し
た
。　

（
２
）
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
（
生
食
用
）　

　

は
種
作
業
は
平
年
よ
り
早
く
（
５
月
中
旬
）

行
わ
れ
ま
し
た
。
出
芽
は
順
調
で
、
６
月
の
好

天
に
よ
り
、
生
育
の
促
進
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

７
月
は
少
雨
で
好
天
が
続
い
た
こ
と
に
よ
り
、

収
穫
時
期
に
一
部
の
ほ
場
で
過
熟
気
味
と
な
り
、

実
の
割
れ
が
散
見
さ
れ
ま
し
た
。　

　

収
穫
は
平
年
並
の
８
月
上
旬
か
ら
始
ま
り
、

ピ
ー
ク
は
８
月
中
旬
と
平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
雌
穂
は
、
太
実
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
平
年

と
比
べ
優
り
ま
し
た
。　

　
（
３
）
さ
や
い
ん
げ
ん　

　

は
種
時
期
は
前
年
並
の
５
月
20
日
頃
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。　

　

出
芽
後
の
初
期
生
育
は
、
６
月
の
好
天
に
よ

り
、
草
丈
の
生
育
が
促
進
さ
れ
ま
し
た
。
開
花

時
期
が
７
月
上
旬
で
収
穫
時
期
は
平
年
よ
り
早

く
７
月
26
日
頃
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
害
虫
は
、

タ
ネ
バ
エ
の
被
害
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
２　

葉
茎
菜
類　

（
１
）
ゆ
り
ね　

　

４
月
下
旬
か
ら
の
好
天
に
よ
り
初
期
生
育
は

順
調
に
経
過
し
ま
し
た
。
６
月
の
好
天
後
、
７

月
の
少
雨
で
草
丈
は
平
年
よ
り
短
く
、
生
育
が

緩
慢
な
ほ
場
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
７

月
中
旬
か
ら
８
月
上
旬
は
高
温
で
経
過
し
ま
し

た
が
、
８
月
上
旬
の
降
雨
も
あ
っ
た
こ
と
で
生

育
が
進
み
、
平
成
30
年
よ
り
り
ん
茎
肥
大
の
傾

向
と
な
り
ま
し
た
。　

　

葉
先
枯
れ
が
一
部
で
見
ら
れ
、
あ
ん
こ
症
は

少
雨
に
よ
る
水
分
不
足
で
土
壌
中
の
カ
ル
シ
ウ

ム
や
ホ
ウ
素
を
吸
収
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
例
年
よ
り
多
く
発
生
し
ま
し
た
。
葉
枯
病

は
あ
ま
り
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。　

（
２
）
た
ま
ね
ぎ　

　

融
雪
が
平
年
よ
り
遅
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の

後
の
好
天
に
よ
り
直
播
と
移
植
は
早
い
ほ
場
で

４
月
下
旬
か
ら
作
業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
直

播
は
比
較
的
順
調
に
出
芽
し
ま
し
た
。
生
育
は

６
月
の
好
天
に
よ
り
促
進
さ
れ
た
も
の
の
、
７

月
の
少
雨
に
よ
り
、
一
部
の
ほ
場
で
は
球
肥
大

の
抑
制
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
倒
伏
状

況
を
確
認
し
な
が
ら
の
根
切
り
作
業
と
な
り
ま

し
た
。
収
穫
時
期
は
、
移
植
で
９
月
上
旬
か

ら
、
直
播
は
９
月
下
旬
か
ら
と
な
り
ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
た
年
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
軟
腐

病
、
乾
腐
病
の
発
生
は
少
な
く
、
収
量
は
平
成

30
年
と
比
べ
て
多
く
な
り
ま
し
た
。
害
虫
は
、

一
部
で
ネ
ギ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
の
被
害
が
見
ら
れ

ま
し
た
。　

３　

洋
菜
類　

（
１
）
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス　

　

融
雪
後
、
４
月
下
旬
〜
５
月
の
好
天
に
も
恵

ま
れ
、
収
穫
は
５
月
中
旬
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

６
月
上
旬
ま
で
は
収
穫
量
が
平
成
30
年
よ
り
減

少
し
た
も
の
の
、
５
月
中
旬
か
ら
下
旬
の
少
雨

に
よ
っ
て
土
壌
水
分
が
不
足
し
た
こ
と
も
影
響

し
、
平
年
よ
り
も
収
穫
量
は
低
下
し
ま
し
た
。

ま
た
、
収
穫
終
盤
の
６
月
中
旬
は
平
年
、
低
温

に
よ
る
ア
ン
ト
シ
ア
ン
の
発
生
が
見
ら
れ
た
も

の
の
、
令
和
元
年
は
一
部
の
ほ
場
し
か
見
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
収
穫
は
６
月
下
旬
ま
で
行
わ

れ
、
前
年
よ
り
収
穫
量
が
減
少
し
た
も
の
の
、

平
年
よ
り
減
少
し
ま
し
た
。　

　

病
害
虫
は
、
収
穫
期
間
中
、
ジ
ュ
ウ
シ
ホ
シ

ク
ビ
ナ
ガ
ハ
ム
シ
の
食
害
が
散
見
さ
れ
、
９
月

頃
に
は
ヨ
ト
ウ
ガ
の
食
害
が
や
や
多
く
な
り
ま

し
た
。
斑
点
病
の
発
生
は
平
年
並
み
で
し
た
。

　
（
２
）
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー　

　

融
雪
が
遅
れ
た
も
の
の
、
４
月
下
旬
〜
５
月

の
好
天
に
よ
り
、
ほ
場
条
件
が
良
好
だ
っ
た
点
、

ま
た
、
セ
ル
苗
の
生
育
が
良
好
だ
っ
た
た
め
、

定
植
時
期
は
例
年
よ
り
早
い
時
期
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。　

　

６
月
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
生
育
の
促
進
に
繋

が
り
ま
し
た
。
７
月
中
旬
以
降
の
高
温
、
強
日

射
に
よ
り
花
蕾
肥
大
期
に
ブ
ラ
ウ
ン
ビ
ー
ズ
の

発
生
が
散
見
さ
れ
ま
し
た
。
病
害
虫
は
、
好
天

に
恵
ま
れ
た
こ
と
で
花
蕾
腐
敗
病
や
軟
腐
病
の

発
生
は
少
な
く
、
気
温
が
高
い
傾
向
に
あ
っ
た

こ
と
か
ら
ヨ
ト
ウ
ム
シ
、
コ
ナ
ガ
の
発
生
は
、

例
年
よ
り
多
く
な
り
ま
し
た
。

１　

飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し

（
１
）
生
育
経
過
と
作
柄
の
概
要

　

４
月
中
旬
以
降
の
天
候
に
恵
ま
れ
、
は
種
作

業
は
順
調
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
生
育

期
間
を
通
し
て
気
温
は
高
く
生
育
は
順
調
で
、

草
丈
は
や
や
長
く
な
り
ま
し
た
。
糊
熟
期
・
黄

熟
期
は
平
年
よ
り
や
や
早
く
、
収
穫
作
業
時
期

は
平
年
並
で
し
た
。

（
２
）
収
量
の
概
況　
　

　

６
月
の
好
天
や
７
月
の
気
温
が
高
く
推
移
し
、

少
雨
の
影
響
に
よ
り
一
部
で
子
実
が
小
さ
い
も

の
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
地
域
全
体
と
し
て
収

量
は
平
年
並
で
し
た
。
給
与
に
際
し
て
は
、
飼

料
分
析
を
行
い
、
適
切
な
飼
料
設
計
に
つ
な
げ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２　

牧
草

（
１
）
１
番
草
の
生
育
と
収
穫
作
業
の
概
要

　

萌
芽
期
は
平
年
並
で
、
そ
れ
以
降
の
気
温
が

高
め
に
推
移
し
た
た
め
、
生
育
も
順
調
で
し
た
。

６
月
上
旬
以
降
に
一
時
的
な
降
雨
は
あ
り
ま
し

た
が
、
作
業
時
期
は
例
年
並
で
し
た
。

（
２
）
２
番
草
の
生
育
と
収
穫
作
業
の
概
要

　

２
番
草
の
生
育
は
、
や
や
早
く
推
移
し
ま
し

た
が
、
作
業
時
期
は
例
年
並
で
し
た
。

（
３
）
１
番
草
・
２
番
草
の
収
量
の
概
況

　

令
和
元
年
の
４
月
〜
５
月
は
、
気
温
が
高
く

推
移
し
、
小
雨
傾
向
で
あ
り
ま
し
た
が
、
１
番

草
の
収
量
は
平
年
並
で
し
た
。
２
番
草
の
収
量

は
平
年
並
で
し
た
。
１
番
草
・
２
番
草
と
も
に

給
与
に
際
し
て
は
、
飼
料
分
析
を
行
い
、
適
切

な
飼
料
設
計
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

野野

菜菜
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昨
年
は
、
融
雪
が
平
年
よ
り
も
３
日
遅
く
な

り
ま
し
た
。
４
月
中
旬
か
ら
好
天
に
恵
ま
れ
、

露
地
・
施
設
野
菜
は
、
は
種
や
移
植
作
業
が
順

調
に
進
み
ま
し
た
。
４
〜
６
月
と
日
照
時
間
が

確
保
さ
れ
、
ト
マ
ト
で
は
平
年
の
６
月
は
低

温
・
日
照
不
足
の
影
響
か
ら
灰
色
か
び
病
が
多

か
っ
た
の
に
対
し
、
令
和
元
年
は
少
な
く
な
り

ま
し
た
。
６
月
下
旬
か
ら
７
月
下
旬
に
か
け
て
、

降
水
量
が
少
な
く
、
た
ま
ね
ぎ
で
は
球
肥
大
の

抑
制
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
露
地
・
施

設
野
菜
全
般
に
ハ
ダ
ニ
の
発
生
が
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。
７
月
中
旬
か
ら
８
月
上
旬
ま
で
の
高

温
、
強
日
射
、
少
雨
等
に
よ
り
各
野
菜
で
茎
葉

の
萎
れ
、
ト
マ
ト
で
は
花
落
ち
に
よ
る
着
果
数

の
減
少
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
で
は
ブ
ラ
ウ
ン
ビ
ー

ズ
の
発
生
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
８
月
は
突
発
的

な
雨
に
よ
り
、
降
水
量
が
多
い
時
期
が
あ
っ
た

も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
降
雨
が
無
い
週
も
見
ら
れ

ま
し
た
。
９
月
以
降
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
収
穫

作
業
は
順
調
に
進
み
ま
し
た
。　

１　

果
菜
類　

（
１
）
ト
マ
ト　

①　

促
成
・
半
促
成
作
型　

　

４
月
中
旬
か
ら
６
月
下
旬
ま
で
の
好
天
に
よ

り
着
果
・
肥
大
は
順
調
で
、
共
選
は
５
月
15
日

の
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
４
月
中
旬
か
ら
気
温

が
高
く
推
移
し
た
こ
と
で
果
実
の
肥
大
が
急
速

に
進
み
ま
し
た
。
４
月
下
旬
・
５
月
中
旬
は
少

雨
と
な
り
、
定
植
後
に
か
ん
水
を
控
え
た
ほ
場

で
は
、
土
壌
水
分
が
不
足
し
、
５
月
中
旬
以
降

で
尻
腐
れ
果
が
低
段
位
に
見
ら
れ
ま
し
た
。
平

年
の
６
月
は
低
温
・
日
照
不
足
に
よ
る
灰
色
か

び
病
の
多
発
生
に
悩
ま
さ
れ
た
も
の
の
、
好
天

に
恵
ま
れ
た
こ
と
か
ら
発
生
量
は
少
な
く
、
生

育
の
促
進
に
繋
が
り
ま
し
た
。
７
月
中
旬
か
ら

８
月
上
旬
ま
で
の
30
度
を
超
え
る
高
温
、
強
日

射
、
少
雨
等
に
よ
り
、
花
落
ち
や
軟
果
玉
の
発

生
に
よ
る
着
果
数
の
減
少
、
茎
葉
の
萎
れ
が
見

ら
れ
ま
し
た
。　

②
抑
制
作
型　

　

５
月
21
日
以
降
の
定
植
と
な
る
抑
制
作
型
は
、

５
月
中
旬
か
ら
６
月
中
旬
で
好
天
が
続
い
た
こ

と
で
、
土
壌
水
分
が
少
な
い
状
況
と
な
り
、
定

植
後
の
か
ん
水
を
控
え
た
ほ
場
で
は
、
土
壌
水

分
が
不
足
し
、
６
月
下
旬
以
降
で
尻
腐
れ
果
が

低
段
位
に
見
ら
れ
ま
し
た
。　

　

促
成
・
半
促
成
作
型
と
同
様
、
７
月
中
旬
か

ら
８
月
上
旬
の
高
温
、
強
日
射
、
少
雨
等
に
よ

り
、
花
落
ち
や
軟
果
玉
の
発
生
に
よ
る
着
果
数

の
減
少
や
茎
葉
の
萎
れ
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
促

成
や
半
促
成
も
含
め
、
令
和
元
年
度
の
出
荷
量

は
前
年
対
比
約
１
２
１
％
と
な
り
ま
し
た
。　

③
病
害
虫　

　

病
害
は
、
８
月
中
旬
以
降
か
ら
低
温
と
曇
天

日
に
灰
色
か
び
病
の
発
生
が
多
く
見
ら
れ
ま
し

た
。
害
虫
は
、
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
の
発
生
が
平
成

30
年
と
同
様
に
６
〜
７
月
に
多
く
見
ら
れ
、
白

ぶ
く
れ
症
状
の
果
実
が
散
見
さ
れ
ま
し
た
。　

（
２
）
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
（
生
食
用
）　

　

は
種
作
業
は
平
年
よ
り
早
く
（
５
月
中
旬
）

行
わ
れ
ま
し
た
。
出
芽
は
順
調
で
、
６
月
の
好

天
に
よ
り
、
生
育
の
促
進
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

７
月
は
少
雨
で
好
天
が
続
い
た
こ
と
に
よ
り
、

収
穫
時
期
に
一
部
の
ほ
場
で
過
熟
気
味
と
な
り
、

実
の
割
れ
が
散
見
さ
れ
ま
し
た
。　

　

収
穫
は
平
年
並
の
８
月
上
旬
か
ら
始
ま
り
、

ピ
ー
ク
は
８
月
中
旬
と
平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
雌
穂
は
、
太
実
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
平
年

と
比
べ
優
り
ま
し
た
。　

　
（
３
）
さ
や
い
ん
げ
ん　

　

は
種
時
期
は
前
年
並
の
５
月
20
日
頃
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。　

　

出
芽
後
の
初
期
生
育
は
、
６
月
の
好
天
に
よ

り
、
草
丈
の
生
育
が
促
進
さ
れ
ま
し
た
。
開
花

時
期
が
７
月
上
旬
で
収
穫
時
期
は
平
年
よ
り
早

く
７
月
26
日
頃
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
害
虫
は
、

タ
ネ
バ
エ
の
被
害
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
２　

葉
茎
菜
類　

（
１
）
ゆ
り
ね　

　

４
月
下
旬
か
ら
の
好
天
に
よ
り
初
期
生
育
は

順
調
に
経
過
し
ま
し
た
。
６
月
の
好
天
後
、
７

月
の
少
雨
で
草
丈
は
平
年
よ
り
短
く
、
生
育
が

緩
慢
な
ほ
場
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
７

月
中
旬
か
ら
８
月
上
旬
は
高
温
で
経
過
し
ま
し

た
が
、
８
月
上
旬
の
降
雨
も
あ
っ
た
こ
と
で
生

育
が
進
み
、
平
成
30
年
よ
り
り
ん
茎
肥
大
の
傾

向
と
な
り
ま
し
た
。　

　

葉
先
枯
れ
が
一
部
で
見
ら
れ
、
あ
ん
こ
症
は

少
雨
に
よ
る
水
分
不
足
で
土
壌
中
の
カ
ル
シ
ウ

ム
や
ホ
ウ
素
を
吸
収
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
例
年
よ
り
多
く
発
生
し
ま
し
た
。
葉
枯
病

は
あ
ま
り
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。　

（
２
）
た
ま
ね
ぎ　

　

融
雪
が
平
年
よ
り
遅
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の

後
の
好
天
に
よ
り
直
播
と
移
植
は
早
い
ほ
場
で

４
月
下
旬
か
ら
作
業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
直

播
は
比
較
的
順
調
に
出
芽
し
ま
し
た
。
生
育
は

６
月
の
好
天
に
よ
り
促
進
さ
れ
た
も
の
の
、
７

月
の
少
雨
に
よ
り
、
一
部
の
ほ
場
で
は
球
肥
大

の
抑
制
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
倒
伏
状

況
を
確
認
し
な
が
ら
の
根
切
り
作
業
と
な
り
ま

し
た
。
収
穫
時
期
は
、
移
植
で
９
月
上
旬
か

ら
、
直
播
は
９
月
下
旬
か
ら
と
な
り
ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
た
年
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
軟
腐

病
、
乾
腐
病
の
発
生
は
少
な
く
、
収
量
は
平
成

30
年
と
比
べ
て
多
く
な
り
ま
し
た
。
害
虫
は
、

一
部
で
ネ
ギ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
の
被
害
が
見
ら
れ

ま
し
た
。　

３　

洋
菜
類　

（
１
）
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス　

　

融
雪
後
、
４
月
下
旬
〜
５
月
の
好
天
に
も
恵

ま
れ
、
収
穫
は
５
月
中
旬
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

６
月
上
旬
ま
で
は
収
穫
量
が
平
成
30
年
よ
り
減

少
し
た
も
の
の
、
５
月
中
旬
か
ら
下
旬
の
少
雨

に
よ
っ
て
土
壌
水
分
が
不
足
し
た
こ
と
も
影
響

し
、
平
年
よ
り
も
収
穫
量
は
低
下
し
ま
し
た
。

ま
た
、
収
穫
終
盤
の
６
月
中
旬
は
平
年
、
低
温

に
よ
る
ア
ン
ト
シ
ア
ン
の
発
生
が
見
ら
れ
た
も

の
の
、
令
和
元
年
は
一
部
の
ほ
場
し
か
見
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
収
穫
は
６
月
下
旬
ま
で
行
わ

れ
、
前
年
よ
り
収
穫
量
が
減
少
し
た
も
の
の
、

平
年
よ
り
減
少
し
ま
し
た
。　

　

病
害
虫
は
、
収
穫
期
間
中
、
ジ
ュ
ウ
シ
ホ
シ

ク
ビ
ナ
ガ
ハ
ム
シ
の
食
害
が
散
見
さ
れ
、
９
月

頃
に
は
ヨ
ト
ウ
ガ
の
食
害
が
や
や
多
く
な
り
ま

し
た
。
斑
点
病
の
発
生
は
平
年
並
み
で
し
た
。

　
（
２
）
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー　

　

融
雪
が
遅
れ
た
も
の
の
、
４
月
下
旬
〜
５
月

の
好
天
に
よ
り
、
ほ
場
条
件
が
良
好
だ
っ
た
点
、

ま
た
、
セ
ル
苗
の
生
育
が
良
好
だ
っ
た
た
め
、

定
植
時
期
は
例
年
よ
り
早
い
時
期
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。　

　

６
月
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
生
育
の
促
進
に
繋

が
り
ま
し
た
。
７
月
中
旬
以
降
の
高
温
、
強
日

射
に
よ
り
花
蕾
肥
大
期
に
ブ
ラ
ウ
ン
ビ
ー
ズ
の

発
生
が
散
見
さ
れ
ま
し
た
。
病
害
虫
は
、
好
天

に
恵
ま
れ
た
こ
と
で
花
蕾
腐
敗
病
や
軟
腐
病
の

発
生
は
少
な
く
、
気
温
が
高
い
傾
向
に
あ
っ
た

こ
と
か
ら
ヨ
ト
ウ
ム
シ
、
コ
ナ
ガ
の
発
生
は
、

例
年
よ
り
多
く
な
り
ま
し
た
。

１　

飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し

（
１
）
生
育
経
過
と
作
柄
の
概
要

　

４
月
中
旬
以
降
の
天
候
に
恵
ま
れ
、
は
種
作

業
は
順
調
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
生
育

期
間
を
通
し
て
気
温
は
高
く
生
育
は
順
調
で
、

草
丈
は
や
や
長
く
な
り
ま
し
た
。
糊
熟
期
・
黄

熟
期
は
平
年
よ
り
や
や
早
く
、
収
穫
作
業
時
期

は
平
年
並
で
し
た
。

（
２
）
収
量
の
概
況　
　

　

６
月
の
好
天
や
７
月
の
気
温
が
高
く
推
移
し
、

少
雨
の
影
響
に
よ
り
一
部
で
子
実
が
小
さ
い
も

の
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
地
域
全
体
と
し
て
収

量
は
平
年
並
で
し
た
。
給
与
に
際
し
て
は
、
飼

料
分
析
を
行
い
、
適
切
な
飼
料
設
計
に
つ
な
げ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２　

牧
草

（
１
）
１
番
草
の
生
育
と
収
穫
作
業
の
概
要

　

萌
芽
期
は
平
年
並
で
、
そ
れ
以
降
の
気
温
が

高
め
に
推
移
し
た
た
め
、
生
育
も
順
調
で
し
た
。

６
月
上
旬
以
降
に
一
時
的
な
降
雨
は
あ
り
ま
し

た
が
、
作
業
時
期
は
例
年
並
で
し
た
。

（
２
）
２
番
草
の
生
育
と
収
穫
作
業
の
概
要

　

２
番
草
の
生
育
は
、
や
や
早
く
推
移
し
ま
し

た
が
、
作
業
時
期
は
例
年
並
で
し
た
。

（
３
）
１
番
草
・
２
番
草
の
収
量
の
概
況

　

令
和
元
年
の
４
月
〜
５
月
は
、
気
温
が
高
く

推
移
し
、
小
雨
傾
向
で
あ
り
ま
し
た
が
、
１
番

草
の
収
量
は
平
年
並
で
し
た
。
２
番
草
の
収
量

は
平
年
並
で
し
た
。
１
番
草
・
２
番
草
と
も
に

給
与
に
際
し
て
は
、
飼
料
分
析
を
行
い
、
適
切

な
飼
料
設
計
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

飼飼

料料

作作

物物
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。　

 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
つ
つ
が
な

く
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
、
農
業
改

良
普
及
事
業
の
推
進
に
当
た
り
ま
し
て
、

農
業
者
、
関
係
機
関
の
皆
様
か
ら
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。　

　

昨
年
の
作
柄
に
つ
き
ま
し
て
は
、
水
稲
、

畑
作
物
、
多
く
の
園
芸
作
物
で
平
年
を
上

回
る
結
果
と
な
り
、
新
元
号
令
和
は
順
調

な
滑
り
出
し
と
な
り
ま
し
た
。
雪
解
け
は

平
年
よ
り
や
や
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
後
は
概
ね
平
年
を
上
回
る
気
温
で
経
過

し
ま
し
た
し
、
幸
い
近
年
続
い
た
大
き
な

気
象
災
害
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
７
月
、

８
月
は
曇
天
日
が
多
く
、
７
月
の
降
水
量

は
平
年
比
36
％
と
小
雨
と
な
り
ま
し
た
が
、

作
物
へ
の
大
き
な
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
農
業
者
皆
様
の
作
物
の
生
育
や
気

象
に
合
わ
せ
た
適
切
な
栽
培
管
理
、
Ｊ
Ａ

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
の
支
援
・
情

報
提
供
な
ど
の
成
果
か
と
思
い
ま
す
。
美

瑛
農
業
の
総
合
力
が
発
揮
さ
れ
た
一
年
で

し
た
。　

　

さ
て
、
今
年
は
い
よ
い
よ
２
０
２
０
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
海
外
か
ら
多
く
の
選
手

や
観
光
客
が
来
日
し
ま
す
。
世
は
ま
さ
に

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ブ
ー
ム
、
美
味
し
い
日
本

産
、
美
瑛
産
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
調
達

す
る
農
畜
産
物
の
調
達
基
準
に
Ｇ
Ａ
Ｐ
が

あ
り
ま
す
。
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
取
得
し
て
も
農
作

物
が
美
味
し
く
は
な
り
ま
せ
ん
し
、
ブ
ラ

ン
ド
価
値
も
上
が
ら
ず
、
収
益
向
上
に
す

ぐ
に
は
結
び
つ
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

「
安
全
・
安
心
」
な
農
畜
産
物
を
作
っ
て

い
る
と
自
負
さ
れ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
こ
れ
を
消
費
者
に
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
で
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
、
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
続
い
て
、
日

米
貿
易
協
定
な
ど
農
畜
産
物
の
輸
入
は
増

加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
日
本
の

人
口
減
少
が
進
む
中
、
国
内
の
１
億
人
だ

け
で
は
な
く
、
世
界
の
75
億
人
を
見
据
え

た
転
換
も
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
安
全
・
安
心
な
農
畜
産
物
を
つ

く
っ
て
い
る
農
場
自
体
が
、
そ
こ
で
働
い

て
い
る
人
に
と
っ
て
「
安
全
・
安
心
」
な

農
場
か
と
問
わ
れ
た
と
き
、
自
信
を
も
っ

て
Ｙ
Ｅ
Ｓ
と
答
え
ら
れ
な
い
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
新
た
に
農
業
を

始
め
た
い
と
思
っ
た
人
に
、
農
業
に
対
し

て
安
全
・
安
心
な
職
場
だ
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
農
村
部
は
都
市

に
先
ん
じ
て
人
口
減
少
・
高
齢
化
が
進
行

し
て
い
ま
す
。
安
全
で
快
適
な
作
業
環
境

を
整
え
る
こ
と
は
、
高
齢
に
な
っ
て
も
住

み
慣
れ
た
土
地
で
働
き
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
だ
け
で
な
く
、
外
部
か
ら
の
人
材
獲

得
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
農
業
従
事
者
が

守
る
べ
き
規
範
と
実
践
を
証
明
す
る
Ｇ
Ａ

Ｐ
は
、
よ
り
良
い
農
業
生
産
を
実
現
す
る

手
法
の
一
つ
と
な
る
と
思
い
ま
す
。　

　

Ｊ
Ａ
び
え
い
管
内
の
農
業
は
、
水
稲
、

小
麦
や
馬
鈴
し
ょ
等
の
畑
作
物
、
ト
マ
ト

に
代
表
さ
れ
る
園
芸
作
物
、
そ
し
て
全
国
、

全
世
界
に
発
信
で
き
る
ブ
ラ
ン
ド
力
が
あ

り
ま
す
。
今
後
と
も
、
地
域
の
持
つ
力
を

大
い
に
発
揮
し
て
、
北
海
道
農
業
を
代
表

す
る
産
地
と
し
て
発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
を

御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
普
及
セ
ン
タ
ー

に
お
き
ま
し
て
も
、
変
革
す
る
農
業
情
勢

を
的
確
に
捉
え
て
、
農
業
者
の
皆
様
及
び

関
係
機
関
の
方
々
と
一
体
と
な
り
尽
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。　

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
本
年
が
皆
様
に

と
っ
て
よ
り
よ
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
、

心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

上川農業改良普及センター大雪支所 

  　　　　支所長　小　林　孝　夫

より良い農業生産を実現し、
「安全、安心」のイメージを

年頭のごあいさつ年頭のごあいさつ本年もよろしく
お願い致します
本年もよろしく
お願い致します

支　所　長

地域第一係長

地域第二係長

専門主任

専門主任

専門普及指導員

専門普及指導員

普及指導員

普及職員

普及職員

小　林　孝　夫 

木　村　　　篤 

辻　　　英　敏 

吉　田　純　子 

鬼　澤　　　勝 

細　川　篤　通 

堀　田　ひとみ 

中　野　寛　之 

藤　本　　　周 

京　極　竜之助 
（敬称略）
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や

か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
常
日
頃
よ
り
青
年

部
活
動
に
対
し
ま
し
て
多
大
な
る
ご
理
解
、

ご
支
援
、
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ

と
を
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

昨
年
の
青
年
部
活
動
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
美
瑛
町
内
小
学
生
と
の
食
育
事
業
、

春
期
、
夏
期
、
冬
期
の
研
修
会
、
視
察
研

修
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会
と
の
合
同
事

業
で
あ
る
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
、
組
織
活
動

交
流
会
、
ど
か
ん
と
農
業
ま
つ
り
や
か
み

か
わ
農
業
祭
な
ど
様
々
な
学
び
や
交
流
の

場
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通

し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
農
業
経
営
を
し
て

い
く
上
で
、
私
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
や

モ
ノ
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、
よ
り
良
い
経

営
を
行
っ
て
い
く
に
は
そ
れ
ら
に
支
え
ら

れ
て
い
る
と
い
う
現
状
を
知
り
、
自
ら
の

経
営
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と

思
い
ま
し
た
。　

　

農
業
経
営
は
栽
培
技
術
な
ど
自
己
の
努

力
で
解
決
で
き
る
内
的
要
因
と
、
消
費
需

要
や
経
済
状
況
な
ど
自
己
の
努
力
だ
け
で

は
解
決
で
き
な
い
外
的
要
因
と
の
二
面
性

を
兼
ね
備
え
て
い
て
、
特
に
、
外
的
要
因

に
立
ち
向
か
う
た
め
に
は
、
自
ら
に
よ
る

情
報
の
収
集
理
解
が
不
可
欠
で
あ
り
、
経

営
者
に
必
要
な
知
識
を
習
得
し
た
上
で
、

共
通
の
課
題
に
対
し
て
議
論
を
行
い
、
解

決
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
次
世
代
を
担
う
農
業
者
と
な
る

べ
く
、
各
種
事
業
・
研
修
を
通
じ
て
、
知

識
や
技
術
の
習
得
、
部
員
個
々
の
意
識
の

向
上
を
図
り
、
地
域
農
業
の
振
興
と
魅
力

あ
る
青
年
部
活
動
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。　

　

最
後
に
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、

ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
皆
様
の
今
年
１
年
の
ご
健
康
と
ご
多

幸
を
祈
念
し
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健

や
か
に
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
は
春
先
の
融
雪
こ
そ
概
ね
順
調
で

し
た
が
、
そ
の
後
の
低
温
で
は
農
作
物
の

成
長
に
影
響
が
出
る
の
で
は
な
い
か
と
非

常
に
心
配
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

10
月
以
降
の
収
穫
期
は
天
候
に
恵
ま
れ
、

例
年
よ
り
遅
い
初
雪
に
も
助
け
ら
れ
、
無

事
に
作
業
を
終
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

 

女
性
部
は
昨
年
の
定
期
総
会
に
て
大
々

的
な
機
構
改
革
を
行
い
、
サ
ー
ク
ル
活
動

が
取
り
入
れ
ら
れ
、
個
々
の
興
味
に
合
わ

せ
て
参
加
す
る
活
動
を
選
択
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
役
員
一
同
、
ま
た
、
事

務
局
も
手
探
り
で
の
運
営
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
無
事

に
終
え
ら
れ
た
の
も
、
ひ
と
え
に
部
員
の

皆
さ
ま
の
ご
協
力
と
、
部
員
の
皆
さ
ま
を

活
動
へ
と
送
り
出
し
て
く
だ
さ
る
ご
家
族

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
の
賜
物
と
深
く
感
じ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
い
た
し

ま
し
て
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

最
近
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
虐
待
と
い
う

大
変
痛
ま
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
見
か
け

ま
す
。
虐
待
の
動
機
は
、
子
育
て
が
思
い

通
り
に
い
か
な
い
、
仕
事
が
忙
し
く
て
イ

ラ
イ
ラ
す
る
、
自
分
の
時
間
が
取
れ
な
い

な
ど
様
々
で
す
。
こ
れ
ら
の
原
因
は
、
現

代
人
の
心
の
貧
困
、
そ
れ
を
生
み
出
す
食

の
貧
困
で
あ
る
よ
う
に
私
に
は
感
じ
ら
れ

ま
す
。 

　

現
代
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に

合
わ
せ
て
、
食
事
を
一
人
で
食
べ
る
「
孤

食
」
や
、
家
族
で
バ
ラ
バ
ラ
な
も
の
を
食

べ
る
「
個
食
」
な
ど
、
食
の
貧
困
問
題
を
、

よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
に
よ
っ
て
、
食
事
を
通
し
て
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
減
っ
て
し
ま
い
、
心
の

貧
困
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。 

　

私
た
ち
に
必
要
な
の
は
、
家
族
と
そ
の

日
あ
っ
た
何
気
な
い
こ
と
を
話
し
な
が
ら

囲
む
食
卓
。
同
じ
も
の
を
食
べ
て
、
「
お

い
し
い
ね
」
と
同
じ
感
動
を
分
か
ち
合
う

瞬
間
。
そ
し
て
そ
の
時
に
「
い
た
だ
き
ま

す
」
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
「
あ
り
が
と

う
」
と
い
う
、
自
分
の
食
卓
に
お
い
し
い

食
べ
物
が
並
ぶ
こ
と
へ
の
感
謝
を
忘
れ
な

い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
食
を
通

し
た
こ
れ
ら
一
つ
ひ
と
つ
の
積
み
重
ね
が
、

食
の
貧
困
を
な
く
し
、
心
の
貧
困
の
脱
却

に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。 

　

私
た
ち
は
、
人
の
命
の
原
点
を
作
っ
て

い
る
生
産
者
で
す
。
私
た
ち
が
作
っ
て
い

る
安
全
安
心
で
お
い
し
い
食
べ
物
が
、
こ

う
い
っ
た
悲
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
減
ら
し
て

い
く
糸
口
に
な
る
こ
と
を
信
じ
て
、
こ
れ

か
ら
も
で
き
る
限
り
の
努
力
を
続
け
て
い

き
た
い
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。 

　

本
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
実
り
多
い
年

と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

農
業
生
産
を
支
え
る
組
織
活
動

新
年
の

ご
挨
拶

次
世
代
を
担
う

農
業
者
を
め
ざ
し
て

青
年
部 
部
長浦

島 
正
貴

生
産
者
だ
か
ら
で
き
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
支
援
を

女
性
部 

部
長山

本 

京
子
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健

や
か
に
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
は
春
先
の
融
雪
こ
そ
概
ね
順
調
で

し
た
が
、
そ
の
後
の
低
温
で
は
農
作
物
の

成
長
に
影
響
が
出
る
の
で
は
な
い
か
と
非

常
に
心
配
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

10
月
以
降
の
収
穫
期
は
天
候
に
恵
ま
れ
、

例
年
よ
り
遅
い
初
雪
に
も
助
け
ら
れ
、
無

事
に
作
業
を
終
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

 

女
性
部
は
昨
年
の
定
期
総
会
に
て
大
々

的
な
機
構
改
革
を
行
い
、
サ
ー
ク
ル
活
動

が
取
り
入
れ
ら
れ
、
個
々
の
興
味
に
合
わ

せ
て
参
加
す
る
活
動
を
選
択
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
役
員
一
同
、
ま
た
、
事

務
局
も
手
探
り
で
の
運
営
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
無
事

に
終
え
ら
れ
た
の
も
、
ひ
と
え
に
部
員
の

皆
さ
ま
の
ご
協
力
と
、
部
員
の
皆
さ
ま
を

活
動
へ
と
送
り
出
し
て
く
だ
さ
る
ご
家
族

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
の
賜
物
と
深
く
感
じ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
い
た
し

ま
し
て
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

最
近
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
虐
待
と
い
う

大
変
痛
ま
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
見
か
け

ま
す
。
虐
待
の
動
機
は
、
子
育
て
が
思
い

通
り
に
い
か
な
い
、
仕
事
が
忙
し
く
て
イ

ラ
イ
ラ
す
る
、
自
分
の
時
間
が
取
れ
な
い

な
ど
様
々
で
す
。
こ
れ
ら
の
原
因
は
、
現

代
人
の
心
の
貧
困
、
そ
れ
を
生
み
出
す
食

の
貧
困
で
あ
る
よ
う
に
私
に
は
感
じ
ら
れ

ま
す
。 

　

現
代
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に

合
わ
せ
て
、
食
事
を
一
人
で
食
べ
る
「
孤

食
」
や
、
家
族
で
バ
ラ
バ
ラ
な
も
の
を
食

べ
る
「
個
食
」
な
ど
、
食
の
貧
困
問
題
を
、

よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
に
よ
っ
て
、
食
事
を
通
し
て
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
減
っ
て
し
ま
い
、
心
の

貧
困
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。 

　

私
た
ち
に
必
要
な
の
は
、
家
族
と
そ
の

日
あ
っ
た
何
気
な
い
こ
と
を
話
し
な
が
ら

囲
む
食
卓
。
同
じ
も
の
を
食
べ
て
、
「
お

い
し
い
ね
」
と
同
じ
感
動
を
分
か
ち
合
う

瞬
間
。
そ
し
て
そ
の
時
に
「
い
た
だ
き
ま

す
」
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
「
あ
り
が
と

う
」
と
い
う
、
自
分
の
食
卓
に
お
い
し
い

食
べ
物
が
並
ぶ
こ
と
へ
の
感
謝
を
忘
れ
な

い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
食
を
通

し
た
こ
れ
ら
一
つ
ひ
と
つ
の
積
み
重
ね
が
、

食
の
貧
困
を
な
く
し
、
心
の
貧
困
の
脱
却

に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。 

　

私
た
ち
は
、
人
の
命
の
原
点
を
作
っ
て

い
る
生
産
者
で
す
。
私
た
ち
が
作
っ
て
い

る
安
全
安
心
で
お
い
し
い
食
べ
物
が
、
こ

う
い
っ
た
悲
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
減
ら
し
て

い
く
糸
口
に
な
る
こ
と
を
信
じ
て
、
こ
れ

か
ら
も
で
き
る
限
り
の
努
力
を
続
け
て
い

き
た
い
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。 

　

本
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
実
り
多
い
年

と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健

や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ

り
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会
の
活
動
に
対
し

ま
し
て
、
多
大
な
る
ご
理
解
、
ご
支
援
、

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
、
役
員
、

会
員
、
事
務
局
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。　

　

昨
年
は
、
夏
の
干
ば
つ
や
秋
の
長
雨
な

ど
、
数
々
の
異
常
気
象
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
、
全
国
各
地
で
は
、
記
録

的
な
強
風
、
大
雨
を
も
た
ら
し
た
台
風
19

号
に
よ
り
、
甚
大
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ

ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
さ
ま
に
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会
活
動
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
各
種
研
修
会
を
通
し
て
、
作

品
を
作
る
楽
し
さ
や
知
識
を
得
る
こ
と
が

で
き
、
様
々
な
も
の
に
興
味
を
持
つ
き
っ

か
け
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
青
年
部
と
の
合
同
事
業
で
あ
る

ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
と
交
流
会
で
は
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
、
様
々
な
情
報
交
換
が

で
き
ま
し
た
。　

　

食
育
事
業
で
は
、
青
年
部
の
方
々
と
町

内
の
小
学
生
を
対
象
に
田
植
え
体
験
を
行

い
、
女
性
部
の
方
々
と
米
粉
の
シ
チ
ュ
ー

や
ピ
ザ
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
が
協
力
し
て
作
業
を
行
い
、
美
瑛
産
の

野
菜
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
て
嬉
し
そ
う
な
姿

を
見
て
、
作
物
や
食
の
大
切
さ
を
感
じ
て

も
ら
え
れ
ば
と
思
い
な
が
ら
、
と
て
も
貴

重
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。　

　

子
ど
も
た
ち
に
食
の
大
切
さ
を
感
じ
て

ほ
し
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
私
自
身
、
農
業

を
経
験
す
る
こ
と
で
、
生
き
て
い
く
こ
と

に
つ
い
て
新
し
い
発
見
が
あ
り
ま
す
。
天

候
に
左
右
さ
れ
な
が
ら
多
く
の
試
練
を
乗

り
越
え
て
収
穫
を
行
う
こ
と
で
、
命
の
大

切
さ
に
気
付
く
と
と
も
に
、
日
々
、
農
業

の
す
ば
ら
し
さ
を
体
験
し
て
い
ま
す
。
私

に
と
っ
て
農
業
は
、
食
料
を
提
供
す
る
こ

と
で
人
々
の
生
活
を
支
え
、
こ
れ
か
ら
も

人
々
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
仕
事
で
あ
り
、

よ
り
多
く
の
人
々
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

い
た
い
、
そ
ん
な
仕
事
で
す
。　

　

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会
は
、
少
し
ず
つ

会
員
数
も
減
少
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
逆
境
の
中
で
も
、
活
動
を
し
て
い

く
上
で
他
の
地
区
の
方
々
と
交
流
が
で
き

る
こ
と
、
様
々
な
活
動
を
行
え
た
こ
と
に
、

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会
活
動
に
関
わ
る
多

く
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
感
じ
て

い
ま
す
。　

　

今
後
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会
活
動
に

つ
き
ま
し
て
も
、
役
員
任
期
は
残
り
僅
か

で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
ま
で
と
変
わ
ら
ず
、

ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

本
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て
素
晴
ら
し

い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

多
彩
な
活
動
と

　
　交
流
に
感
謝

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会 

会
長

松
村 

亜
美

組織活動交流会

青年部春期研修会

女性部町外研修

小学生食育調理実習

2019
フォト
スケッチ
2019
フォト
スケッチ
2019
フォト
スケッチ
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足
腰
の
強
い
農
業
を

　作
る
た
め
に

　
　集
落
代
表
者

　
　研
修
会
が
開
催

足
腰
の
強
い
農
業
を

　作
る
た
め
に

　
　集
落
代
表
者

　
　研
修
会
が
開
催

二
宮
尊
徳
偉
業
の

足
跡
を
た
ど
る

　報
徳
社
小
田
原

　研
修
旅
行
が
開
催

二
宮
尊
徳
偉
業
の

足
跡
を
た
ど
る

　報
徳
社
小
田
原

　研
修
旅
行
が
開
催

　

こ
れ
か
ら
の
農
業
振
興
に
向
け
て
各
集

落
代
表
が
集
ま
っ
て
開
催
さ
れ
る
、
第
46

回
集
落
代
表
者
研
修
会
が
、
12
月
６
日
、

Ｊ
Ａ
大
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
酪
農
学
園
大
学
循
環
農
学
類
協

同
組
合
学
研
究
室
の
糸
山
健
介
講
師
を
招

き
、
「
こ
れ
ま
で
の
協
同
組
合
こ
れ
か
ら

の
協
同
組
合
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
、

参
加
し
た
集
落
会
長
の
皆
さ
ん
は
関
心
を

示
す
よ
う
に
深
く
う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
。

 

終
了
後
、
集
落
代
表
者
の
皆
さ
ん
に
２

０
２
０
年
の
Ｊ
Ａ
カ
レ
ン
ダ
ー
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。　

　

美
瑛
町
報
徳
社
の
60
周
年
を
記
念
し
て
、

二
宮
尊
徳
の
足
跡
を
た
ど
り
、
報
徳
精
神

の
尊
さ
を
再
認
識
す
る
た
め
の
小
田
原
研

修
旅
行
が
、
12
月
２
日
〜
４
日
に
渡
っ
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
に
参
加
し
た
の
は
、
佐
渡
副
社
長

を
は
じ
め
と
す
る
19
名
の
社
員
の
皆
さ
ん

で
、
二
宮
尊
徳
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
小
田

原
を
中
心
に
、
神
奈
川
県
の
各
地
を
巡
り

ま
し
た
。

　

日
程
２
日
目
に
は
報
徳
博
物
館
で
の
講

義
も
行
わ
れ
、
参
加
し
た
社
員
の
皆
さ
ん

は
、
感
じ
入
っ
た
よ
う
に
深
く
う
な
ず
い

て
い
ま
し
た
。

報徳博物館の見学
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び
え
い
の
丘
め
し

「
お
に
ぎ
り
」新
発
売

　

び
え
い
の
丘
め
し

「
お
に
ぎ
り
」新
発
売

　

　

美
瑛
町
報
徳
社
の
１
年
の
活
動
を
締
め

く
く
る
社
員
交
流
会
が
、
12
月
17
日
、
Ｊ

Ａ
３
階
大
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
46
名
の
部
員
が
出
席
し
、
浦
島

規
生
報
徳
社
長
は
、
乾
杯
の
挨
拶
で
「
今

年
は
作
物
の
出
来
が
良
い
年
だ
っ
た
」
と

１
年
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
ま
た
、
社
員

交
流
会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
60
周
年
記

念
事
業
の
小
田
原
研
修
に
つ
い
て
の
報
告

も
な
さ
れ
ま
し
た
。　

　

研
修
の
お
土
産
と
し
て
、
報
徳
神
社
の

お
神
酒
が
振
舞
わ
れ
、
参
加
で
き
な
か
っ

た
社
員
の
皆
さ
ん
も
小
田
原
の
空
気
を
味

わ
っ
て
い
ま
し
た
。　

小田原研修の内容を聞く社員の皆さん

　

美
瑛
町
報
徳
社
の
１
年
の
活
動
を
締
め

１
年
の

　

締
め
く
く
り
を　

報
徳
社
員

　

交
流
会
が
開
催　

１
年
の

　

締
め
く
く
り
を　

報
徳
社
員

　

交
流
会
が
開
催　

　

「
び
え
い
の
丘
め
し
」
シ
リ
ー
ズ
に
新

し
い
仲
間
「
お
に
ぎ
り
」
が
登
場
し
ま
し

た
！　

　

お
湯
か
お
水
を
注
い
で
よ
く
振
り
、
あ

と
は
待
つ
だ
け
で
、
ふ
っ
く
ら
し
た
お
に

ぎ
り
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。　

　

味
は
鮭
と
わ
か
め
の
２
種
類
で
、
ど
ち

ら
も
絶
妙
な
塩
加
減
が
食
欲
を
引
き
立
て

て
く
れ
ま
す
。
調
理
の
手
間
が
な
く
、
賞

味
期
限
も
５
年
と
長
い
の
で
、
災
害
時
の

非
常
食
に
も
ぴ
っ
た
り
で
す
！　

　

「
び
え
い
の
丘
め
し
お
に
ぎ
り
」
は

鮭
・
わ
か
め
各
１
個
２
８
０
円
（
税
抜
）

で
、
美
瑛
選
果
本
店
、
新
千
歳
空
港
店
、

東
京
有
楽
町
店
に
て
好
評
発
売
中
で
す
。

　

講演を聞く集落代表者の皆さん
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Ｊ
Ａ
青
年
が
農
業
や
Ｊ
Ａ
、
Ｊ
Ａ
青
年
部
に
対
す
る
将

来
へ
の
希
望
や
意
見
、
提
言
を
発
表
し
今
後
の
組
織
活
動

活
発
化
に
向
け
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
「
Ｊ
Ａ
青
年
の
主
張
大
会
」
が
、
12
月
５
日
、
札
幌

市
で
開
催
さ
れ
た
第
68
回
全
道
Ｊ
Ａ
青
年
部
大
会
内
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
美
沢
早
崎
の
本
山
忠
寛

さ
ん
が
発
表
を
行
い
、
見
事
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
獲
得
の
決
め
手
と
な
っ
た
の
は
、
発
表
の
中

に
あ
っ
た
「
青
年
部
だ
か
ら
こ
そ
若
い
力
が
あ
り
、
青
年

部
だ
か
ら
こ
そ
農
業
の
未
来
に
夢
を
抱
け
る
。
青
年
部
で

あ
る
今
こ
そ
ま
さ
に
立
ち
上
が
る
時
」
と
い
う
、
他
の
青

年
部
員
に
語
り
か
け
る
よ
う
な
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
し

た
。

　

本
山
さ
ん
は
今
後
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
め
ざ
し
て
、

１
月
に
開
催
さ
れ
る
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
Ｊ
Ａ
青
年

の
主
張
大
会
で
発
表
を
行
い
ま
す
。　

　

春
に
機
構
改
革
を
行
っ
て
か
ら
初
め
て
の
農
閑
期
を
迎
え
、
女
性
部
の
サ
ー
ク
ル
活
動

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。　

　

11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、
旅
行
、
ス
ポ
ー
ツ
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
、
手
芸
、
書
道
、
パ

ン
作
り
の
各
サ
ー
ク
ル
が
活
動
を
行
い
ま
し
た
。　

　

多
様
な
活
動
が
展
開
さ
れ
る
中
で
、
部
員
の
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
興
味
に
合
わ
せ

て
楽
し
そ
う
に
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。　

女
性
部
サ
ー
ク
ル
活
動 

　
　
　
　冬
を
迎
え
て
本
格
化

女
性
部
サ
ー
ク
ル
活
動 

　
　
　
　冬
を
迎
え
て
本
格
化

 旅行サークル

賞状を手にした本山さん

スポーツサークル 

ビューティーサークル 書道サークル

手芸サークル パン作りサークル

本山忠寛さん（美沢早崎）が
　北海道ＪＡ青年の主張大会で最優秀賞　

　

Ｊ
Ａ
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が
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や
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、
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年
部
に
対
す
る
将

来
へ
の
希
望
や
意
見
、
提
言
を
発
表
し
今
後
の
組
織
活
動

活
発
化
に
向
け
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
「
Ｊ
Ａ
青
年
の
主
張
大
会
」
が

市
で
開
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さ
れ
た

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
美
沢
早
崎
の
本
山
忠
寛

さ
ん
が
発
表
を
行
い
、
見
事
最
優
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賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
獲
得
の
決
め
手
と
な
っ
た
の
は
、
発
表
の
中

に
あ
っ
た
「
青
年
部
だ
か
ら
こ
そ
若
い
力
が
あ
り
、
青
年

部
だ
か
ら
こ
そ
農
業
の
未
来
に
夢
を
抱
け
る
。
青
年
部
で

あ
る
今
こ
そ
ま
さ
に
立
ち
上
が
る
時
」
と
い
う
、
他
の
青

年
部
員
に
語
り
か
け
る
よ
う
な
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
し

た
。

　

本
山
さ
ん
は
今
後
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
め
ざ
し
て
、

１
月
に
開
催
さ
れ
る
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
Ｊ
Ａ
青
年

の
主
張
大
会
で
発
表
を
行
い
ま
す
。　

本山忠寛さん（美沢早崎）が
　北海道ＪＡ青年の主張大会で最優秀賞　
本山忠寛さん（美沢早崎）が
　北海道ＪＡ青年の主張大会で最優秀賞　

自身の経験の発表が高評価　
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子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
農
業
に
精
を
出
す

父
の
姿
を
見
て
育
ち
、
当
た
り
前
の
よ
う

に
「
自
分
も
将
来
こ
の
仕
事
を
や
る
ん
だ

な
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
進
路
選
択
の

時
に
も
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
は
決
ま

っ
て
い
た
の
で
、
迷
わ
ず
農
業
高
校
を
選

び
、
そ
の
後
、
農
業
大
学
校
に
進
学
し
ま

し
た
。
農
業
以
外
の
選
択
肢
な
ん
て
、
目

に
入
り
ま
せ
ん
で
し
た
。　

　

現
在
は
ハ
ウ
ス
ア
ス
パ
ラ
15
ａ
、
露
地

ア
ス
パ
ラ
１
４
１
ａ
を
は
じ
め
と
し
て
、

生
食
・
加
工
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、
小
麦
、

大
豆
、
小
豆
、
馬
鈴
薯
、
ビ
ー
ト
、
薬
草

（
甘
草
・
大
黄
）
な
ど
を
作
付
け
し
て
い

ま
す
。
特
に
ア
ス
パ
ラ
は
、
ハ
ウ
ス
に
遮

光
ネ
ッ
ト
を
か
け
て
作
る
ホ
ワ
イ
ト
ア
ス

パ
ラ
を
は
じ
め
と
し
て
、
一
番
力
を
注
い

で
い
る
品
目
で
、
主
力
作
物
と
な
っ
て
い

ま
す
。　

　

令
和
元
年
度
か
ら
作
付
面
積
が
増
え
ま

し
た
が
、
そ
の
分
人
手
が
増
え
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
面
積
を
拡
大
し
た

分
、
ど
の
よ
う
に
作
業
を
行
え
ば
手
間
が

省
略
で
き
る
か
を
考
え
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　

現
在
の
経
営
は
父
が
行
っ
て
い
る
の
で
、

自
分
で
営
農
に
関
す
る
判
断
を
し
て
い
く

の
は
先
の
話
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
か
ら

経
営
に
対
す
る
意
識
は
持
っ
て
い
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。　

　　

平
成
28
年
に
青
年
部
東
瑛
・
美
沢
ブ
ロ

ッ
ク
の
ブ
ロ
ッ
ク
長
に
就
任
し
、
平
成
29

年
・
30
年
に
は
理
事
と
し
て
各
種
事
業
に

参
加
し
、
令
和
元
年
に
は
副
部
長
と
し
て
、

青
年
部
活
動
に
よ
り
積
極
的
に
関
わ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。　

　

青
年
部
活
動
は
、
地
元
の
仲
間
た
ち
と

色
々
な
事
業
を
通
し
て
深
く
関
わ
っ
て
い

け
る
と
こ
ろ
に
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

小
・
中
・
高
と
違
う
学
校
に
通
っ
て
い

た
同
級
生
と
も
、
青
年
部
活
動
を
通
し
て

交
流
の
機
会
が
生
ま
れ
、
今
で
は
一
緒
に

お
酒
を
飲
み
に
行
け
る
よ
う
な
関
係
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
お
酒
の
場
を
通

し
て
さ
ら
に
広
が
る
交
流
も
あ
っ
た
り
と
、

人
と
の
つ
な
が
り
を
作
る
上
で
、
青
年
部

と
い
う
組
織
は
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。　

　

令
和
２
年
、
青
年
部
は
70
周
年
を
迎
え

ま
す
。
節
目
と
な
る
70
周
年
記
念
事
業
は
、

皆
の
思
い
出
に
残
る
素
晴
ら
し
い
も
の
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

今
あ
る
事
業
も
、
諸
先
輩
方
が
様
々
な
工

夫
を
凝
ら
し
て
盛
り
上
げ
て
き
た
、
大
切

な
も
の
ば
か
り
で
す
。

　

青
年
部
も
部
員
の
減
少
な
ど
の
問
題
を

抱
え
て
い
ま
す
が
、
現
状
の
形
と
勢
い
を

維
持
し
た
ま
ま
活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と

で
、
多
く
の
交
流
と
つ
な
が
り
が
生
ま
れ

る
場
所
に
な
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
の
魅
力
の
一
つ
は
、
夏
場
に
し
っ

か
り
頑
張
っ
た
分
、
冬
場
に
趣
味
の
時
間

や
休
み
を
た
っ
ぷ
り
取
れ
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。　

　

春
か
ら
秋
に
か
け
て
休
み
な
し
に
頑
張

れ
る
の
も
、
冬
に
趣
味
の
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ

ル
を
心
置
き
な
く
楽
し
む
た
め
だ
と
思
え

ば
こ
そ
で
き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。　

　

そ
う
い
っ
た
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
生
活
を

基
本
と
し
つ
つ
、
仲
間
と
積
み
重
ね
る

日
々
を
、
一
つ
ひ
と
つ
大
切
に
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　今
回
登
場
し
て
い
た
だ
い
た
増
山
さ
ん
は
、
美
瑛
生
ま
れ
美
瑛
育

ち
。
農
業
高
校
を
卒
業
後
、
本
別
町
の
農
業
大
学
校
へ
進
学
。
そ
の

後
、
親
元
に
戻
っ
て
就
農
し
ま
し
た
。
現
在
は
青
年
部
の
副
部
長
と

し
て
、
組
織
活
動
の
中
核
を
担
っ
て
い
ま
す
。
夏
場
は
し
っ
か
り
と

働
い
て
、
冬
場
は
趣
味
の
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
に
時
間
を
費
や
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
そ
ん
な
増
山
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

日
明
を

う
担

他
の
選
択
肢
な
ん
て
、

　
　目
に
入
ら
な
か
っ
た

　

　

面
積
拡
大
の
た
め
、

　
　
　
　手
間
の
省
略
を

　

美
瑛
町
美
沢
共
立

　

ま
す
や
ま

た
か
あ
き

青
年
部
副
部
長

増
山 

嵩
明 

さ
ん
（
33
歳
）
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子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
農
業
に
精
を
出
す

父
の
姿
を
見
て
育
ち
、
当
た
り
前
の
よ
う

に
「
自
分
も
将
来
こ
の
仕
事
を
や
る
ん
だ

な
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
進
路
選
択
の

時
に
も
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
は
決
ま

っ
て
い
た
の
で
、
迷
わ
ず
農
業
高
校
を
選

び
、
そ
の
後
、
農
業
大
学
校
に
進
学
し
ま

し
た
。
農
業
以
外
の
選
択
肢
な
ん
て
、
目

に
入
り
ま
せ
ん
で
し
た
。　

　

現
在
は
ハ
ウ
ス
ア
ス
パ
ラ
15
ａ
、
露
地

ア
ス
パ
ラ
１
４
１
ａ
を
は
じ
め
と
し
て
、

生
食
・
加
工
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、
小
麦
、

大
豆
、
小
豆
、
馬
鈴
薯
、
ビ
ー
ト
、
薬
草

（
甘
草
・
大
黄
）
な
ど
を
作
付
け
し
て
い

ま
す
。
特
に
ア
ス
パ
ラ
は
、
ハ
ウ
ス
に
遮

光
ネ
ッ
ト
を
か
け
て
作
る
ホ
ワ
イ
ト
ア
ス

パ
ラ
を
は
じ
め
と
し
て
、
一
番
力
を
注
い

で
い
る
品
目
で
、
主
力
作
物
と
な
っ
て
い

ま
す
。　

　

令
和
元
年
度
か
ら
作
付
面
積
が
増
え
ま

し
た
が
、
そ
の
分
人
手
が
増
え
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
面
積
を
拡
大
し
た

分
、
ど
の
よ
う
に
作
業
を
行
え
ば
手
間
が

省
略
で
き
る
か
を
考
え
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　

現
在
の
経
営
は
父
が
行
っ
て
い
る
の
で
、

自
分
で
営
農
に
関
す
る
判
断
を
し
て
い
く

の
は
先
の
話
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
か
ら

経
営
に
対
す
る
意
識
は
持
っ
て
い
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。　

　　

平
成
28
年
に
青
年
部
東
瑛
・
美
沢
ブ
ロ

ッ
ク
の
ブ
ロ
ッ
ク
長
に
就
任
し
、
平
成
29

年
・
30
年
に
は
理
事
と
し
て
各
種
事
業
に

参
加
し
、
令
和
元
年
に
は
副
部
長
と
し
て
、

青
年
部
活
動
に
よ
り
積
極
的
に
関
わ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。　

　

青
年
部
活
動
は
、
地
元
の
仲
間
た
ち
と

色
々
な
事
業
を
通
し
て
深
く
関
わ
っ
て
い

け
る
と
こ
ろ
に
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

小
・
中
・
高
と
違
う
学
校
に
通
っ
て
い

た
同
級
生
と
も
、
青
年
部
活
動
を
通
し
て

交
流
の
機
会
が
生
ま
れ
、
今
で
は
一
緒
に

お
酒
を
飲
み
に
行
け
る
よ
う
な
関
係
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
お
酒
の
場
を
通

し
て
さ
ら
に
広
が
る
交
流
も
あ
っ
た
り
と
、

人
と
の
つ
な
が
り
を
作
る
上
で
、
青
年
部

と
い
う
組
織
は
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。　

　

令
和
２
年
、
青
年
部
は
70
周
年
を
迎
え

ま
す
。
節
目
と
な
る
70
周
年
記
念
事
業
は
、

皆
の
思
い
出
に
残
る
素
晴
ら
し
い
も
の
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

今
あ
る
事
業
も
、
諸
先
輩
方
が
様
々
な
工

夫
を
凝
ら
し
て
盛
り
上
げ
て
き
た
、
大
切

な
も
の
ば
か
り
で
す
。

　

青
年
部
も
部
員
の
減
少
な
ど
の
問
題
を

抱
え
て
い
ま
す
が
、
現
状
の
形
と
勢
い
を

維
持
し
た
ま
ま
活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と

で
、
多
く
の
交
流
と
つ
な
が
り
が
生
ま
れ

る
場
所
に
な
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
の
魅
力
の
一
つ
は
、
夏
場
に
し
っ

か
り
頑
張
っ
た
分
、
冬
場
に
趣
味
の
時
間

や
休
み
を
た
っ
ぷ
り
取
れ
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。　

　

春
か
ら
秋
に
か
け
て
休
み
な
し
に
頑
張

れ
る
の
も
、
冬
に
趣
味
の
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ

ル
を
心
置
き
な
く
楽
し
む
た
め
だ
と
思
え

ば
こ
そ
で
き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。　

　

そ
う
い
っ
た
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
生
活
を

基
本
と
し
つ
つ
、
仲
間
と
積
み
重
ね
る

日
々
を
、
一
つ
ひ
と
つ
大
切
に
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

冬
の
自
由
度
も

　
　
　
　
農
業
の
魅
力
　

青
年
部
70
周
年
を
控
え
、

　
　
今
の
勢
い
を
大
切
に

食育など多岐に渡る活動

事業を通しての仲間づくりも



お
正
月
の
作
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新
年
に
招
か
れ
た
ら
、
約
束
の
時
間
よ
り
早

く
着
き
過
ぎ
る
と
相
手
に
迷
惑
を
掛
け
る
の
で

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
家
に
上
が
る
場
合
は
、

玄
関
に
入
る
前
に
コ
ー
ト
類
を
脱
ぐ
の
が
正
式

な
礼
儀
で
す
。
挨
拶
（
あ
い
さ
つ
）
だ
け
で
帰

る
な
ら
着
た
ま
ま
で
。
コ
ー
ト
類
を
脱
い
で
い

る
と
、
家
に
上
が
っ
て
い
く
の
か
な
、
と
相
手

に
気
を
使
わ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
靴
を
脱
ぐ
と

き
は
、
そ
の
ま
ま
前
向
き
に
脱
い
で
家
に
上
が

り
ま
す
。
上
が
っ
て
か
ら
は
人
に
お
尻
を
向
け

な
い
よ
う
に
し
ゃ
が
ん
で
、
靴
の
向
き
を
変
え

ま
す
。
冷
蔵
や
冷
凍
品
の
お
土
産
は
そ
の
旨
を

伝
え
て
玄
関
先
で
渡
し
、
そ
れ
以
外
の
お
土
産

は
部
屋
に
通
さ
れ
て
ご
挨
拶
を
す
る
と
き
に
お

渡
し
し
ま
す
。
「
お
年
賀
」
の
熨
斗
（
の
し
）

紙
は
１
月
７
日
（
地
域
に
よ
っ
て
15
日
）
ま
で
。

　

和
室
、
洋
室
共
に
入
り
口
に
近
い

席
が
下
座
、
和
室
で
は
床
の
間
の
前

が
上
座
で
す
。
洋
室
で
は
奥
か
ら
上

座
で
ソ
フ
ァ
、
ア
ー
ム
チ
ェ
ア
、
ス

ツ
ー
ル
の
順
が
目
安
で
す
。
目
上
の

方
に
招
か
れ
た
ら
お
客
さ
ま
の
立
場

で
あ
っ
て
も
、
下
座
に
座
る
の
が
基

本
で
す
。
そ
の
集
ま
り
の
主
役
、
眺

め
の
良
さ
、
席
の
広
さ
や
寒
暖
に
よ

っ
て
も
席
が
決
ま
る
の
で
臨
機
応
変

に
。
和
室
で
は
座
布
団
を
踏
ま
な
い

よ
う
に
気
を
付
け
て
、
挨
拶
は
座
布

団
か
ら
下
り
て
す
る
の
が
礼
儀
。
ソ

フ
ァ
や
椅
子
に
座
っ
て
い
る
と
き
も

挨
拶
は
立
っ
て
し
ま
し
ょ
う
。

　

お
正
月
に
い
た
だ
く
お
と
そ
は
、
日
本

酒
や
本
み
り
ん
に
と
そ
散
（
ニ
ッ
キ
や
さ

ん
し
ょ
う
な
ど
）
を
浸
し
た
物
。
長
寿
を

願
い
、
邪
気
を
は
ら
う
た
め
に
い
た
だ
き

ま
す
。
お
と
そ
は
、
同
じ
杯
で
年
の
若
い

順
か
ら
飲
ん
で
い
き
、
最
後
に
年
長
者
や

厄
年
の
人
が
そ
の
英
気
を
い
た
だ
く
、
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
お
酒
を
い
た
だ
く
機
会

の
多
い
お
正
月
。
お
酌
を
受
け
る
と
き
は

必
ず
両
手
で
器
を
持
ち
ま
す
。
注
が
れ
た

ら
一
度
は
口
を
付
け
て
か
ら
器
を
置
き
ま

し
ょ
う
。
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
だ
け
は
持
ち
上

げ
ず
テ
ー
ブ
ル
に
置
い
た
ま
ま
で
、
手
も

添
え
ま
せ
ん
。
特
に
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
は
割

れ
や
す
い
の
で
、
乾
杯
す
る
と
き
に
グ
ラ

ス
同
士
も
当
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

講
師
：
滝
井
ひ
か
る　

イ
ラ
ス
ト
：
Ｍ
Ｄ
Ｒ
デ
ザ
イ
ン
事
務
所

部
屋
の
席
次

お
酒
の
作
法

新
年
の

ご
挨
拶

数
字
が
小
さ
い
ほ
ど
上
座

（
Ｔ
Ｐ
Ｏ
に
応
じ
て
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）
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お
正
月
に
は
「
大
福
茶
」
で
お
も
て
な

し
す
る
の
は
い
か
か
で
し
ょ
う
。
新
年
最

初
の
若
水
で
入
れ
た
大
福
茶
を
家
族
で
い

た
だ
く
と
、
一
年
元
気
に
過
ご
せ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
大
福
茶
が

売
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
煎
茶
に
結
び
昆
布

（
縁
結
び
・
喜
ぶ
）
・
小
梅
（
し
わ
に
な

る
ま
で
長
生
き
・
松
竹
梅
）
・
金
粉
な
ど

が
入
っ
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ま
に
お
出
し

す
る
と
き
は
、
お
客
さ
ま
の
右
側
に
お
茶
、

左
側
に
お
菓
子
。
お
客
様
に
茶
わ
ん
の
正

面
を
向
け
て
置
き
ま
し
ょ
う
。
め
で
た
い

デ
ザ
イ
ン
の
生
菓
子
や
、
紅
白
や
干
支

（
え
と
）
の
お
菓
子
、
花
び
ら
餅
な
ど
が

お
正
月
ら
し
く
て
お
勧
め
で
す
。

　

保
存
の
効
く
縁
起
の
良
い
物
を
い

た
だ
き
ま
す
。
三
つ
ざ
か
な
と
し
て

「
黒
豆
・
数
の
子
・
ご
ま
め
（
関
西

で
は
た
た
き
ご
ぼ
う
）
」
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
ま
め
ま
め
し
く
（
勤
勉
で

健
康
）
、
魔
を
滅
す
る
黒
豆
。
子
孫

繁
栄
の
数
の
子
。
田
作
り
と
も
い
う

ご
ま
め
や
、
た
た
き
ご
ぼ
う
で
豊
作

を
願
い
ま
す
。
学
業
成
就
の
だ
て
巻

き
や
だ
し
巻
き
は
巻
物
に
見
立
て
て
。

お
め
で
た
い
鯛
（
た
い
）
や
、
腰
が

曲
が
る
ま
で
長
生
き
し
ま
す
よ
う
に
、

と
の
エ
ビ
。
お
金
が
た
ま
る
よ
う
に

と
、
き
ん
と
ん
。
先
を
見
通
せ
る
レ

ン
コ
ン
の
煮
物
や
酢
バ
ス
。
紅
白
な

ま
す
や
昆
布
巻
き
な
ど
も
「
お
重
」

に
入
れ
て
、
喜
び
を
重
ね
ま
す
。

　

生
け
花
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
で
は
、
若
松
・

南
天
・
千
両
・
葉
ボ
タ
ン
・
菊
・
柳
な
ど
を
生

け
る
と
ぐ
っ
と
新
年
ら
し
く
な
り
ま
す
。
季
節

の
蔬
菜
（
そ
さ
い
）
を
飾
っ
て
縁
起
を
担
ぐ
の

も
お
勧
め
で
す
。
大
き
な
柑
橘
（
か
ん
き
つ
）

類
で
「
大
吉
」
。
柑
橘
の
橘（
き
つ
）は
「
吉
」

（
き
ち
）
と
音
が
通
じ
る
こ
と
か
ら
、
大
き
な

柑
橘
は
新
年
が
「
大
吉
」
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

と
い
う
祈
り
も
あ
り
ま
す
。
「
ふ
じ
リ
ン
ゴ
」

「
タ
カ
ノ
ツ
メ
」
「
ナ
ス
」
で
「
一
富
士
二
鷹

（
た
か
）
三
茄
子
（
な
す
び
）
」
で
縁
起
の
い

い
「
初
夢
」
を
表
す
な
ど
。
七
草
の
寄
せ
植
え

は
、
見
て
も
食
べ
て
も
楽
し
め
ま
す
。
し
め
縄

も
近
頃
は
モ
ダ
ン
な
リ
ー
ス
型
に
な
っ
て
い
ま

す
。
お
正
月
飾
り
は
、
12
月
28
日
ま
で
か
30
日

に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
29
日
は
「
苦
飾
り
」
と

い
っ
て
縁
起
が
悪
く
、
31
日
は
「
一
夜
飾
り
」

と
い
っ
て
神
様
に
失
礼
に
当
た
り
ま
す
。
１
月

７
日
（
地
域
に
よ
っ
て
は
15
日
）
に
下
げ
ま
す
。

お
せ
ち
料
理
の
豆
知
識

新
年
の

飾
り
付
け

お
茶
の
作
法

和
文
化
講
師
：
滝
井
ひ
か
る（
た
き
い 

ひ
か
る
）

お
正
月
は
一
年
の
大
き
な
節
目
。

親
戚
付
き
合
い
や
来
客
の
対
応
な
ど
に
追
わ
れ
る

特
別
な
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

マ
ナ
ー
や
礼
節
を
学
ん
で
、

新
し
い
年
を
気
持
ち
良
く
迎
え
ま
し
ょ
う
。

季
節
や
年
中
行
事
に
沿
って
和
文
化
を
幅
広
く
楽
し
む
和
の
お
け
い

こ
レ
ッス
ン（
煎
茶
道・生
け
花・マ
ナ
ー・年
中
行
事・茶
葉
料
理・室
礼・

香
道・着
付
け
な
ど
）、Ｎ
Ｐ
Ｏ
主
催「
世
代
や
国
を
超
え
て
楽
し
む

日
本
文
化
」講
演
、教
育
委
員
会
主
催「
家
庭
で
楽
し
む
季
節
の
行

事
」講
座
な
ど
、幅
広
く「
和
」を
広
げ
る
活
動
を
展
開
。

「
和
文
化.net

主
宰
」　https://w

abunka.net/
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1

ガ ラカロクブテ
ス ジセママロア
マ オキユイツミ
ビ ジユリスクベ
シ カクネキイハ
ヨ イカロンマガ
ク ワスモジリキ

①
元
日
の
寺
社
が
混
雑
す
る
理
由

②
霊
峰
も
銀
峰
も
こ
れ
で
す

③
バ
イ
オ
リ
ン
や
ビ
オ
ラ
よ
り
大
き

な
弦
楽
器

④
魚
偏
に
里
と
書
く
魚

⑤
破
（
わ
）
れ
鍋
に
お
似
合
い
で
す

⑧
一
―
―
二
タ
カ
三
ナ
ス
ビ

⑩
擦
り
む
い
た
膝
や
あ
か
ぎ
れ
に
塗

り
ま
す

⑫
浅
草
寺
の
表
参
道
に
あ
る
―
―
商

店
街

⑬
今
よ
り
前
の
時
点

⑮
て
こ
の
―
―
を
利
用
し
て
重
い
物

を
動
か
し
た

⑰
グ
ー
と
パ
ー
で
は
パ
ー
の
方

⑱
英
語
で
は
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
と
言
い
ま
す

①
「
生
麦
生
米
生
卵
」
と
か
「
東
京

特
許
許
可
局
」
と
か

⑥
夫
の
配
偶
者
で
す

⑦
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ん
坊
の
こ

と
⑧
ゆ
っ
く
り
つ
か
っ
て
「
極
楽
、
極

楽
〜
」

⑨
剣
や
弓
矢
、
大
砲
な
ど
の
こ
と

⑪
首
の
後
ろ
側
の
部
分

⑬
―
―
を
の
ん
で
な
り
ゆ
き
を
見
守

っ
た

⑭
刑
事
を
意
味
す
る
俗
語

⑮
お
酒
は
飲
め
な
い
体
質
で
す

⑯
こ
た
つ
に
似
合
う
果
物

⑱
♂
の
記
号
で
表
す
こ
と
も

⑲
だ
て
巻
き
、
数
の
子
、
黒
豆
な
ど

を
重
箱
に
詰
め
て
用
意
し
ま
す

Ｄ
↓
Ａ

☆
当
選
者
は

高　

橋　

利
津
子
さ
ん

大　

庭　

秋　

子
さ
ん

角　

田　

昭　

子
さ
ん

遠　

藤　

洋　

子
さ
ん

舟　

山　

初　

枝
さ
ん

　

 

以
上
の
５
名
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

☆
先
月
号
の
こ
た
え
は

『
ク
リ
ス
マ
ス
』
で
し
た

【全体運】思うようにならないことが増え、強引
になりがち。謙虚さを大切に。陶芸や園芸など、
土に触れると開運効果が
【健康運】体を動かせば、体調も運も上向きそう
【幸運を呼ぶ食べ物】 クワイ

【全体運】マイナス思考が現実化しやすい傾向
あり。意識的に楽しい事を考えて。新しい習い
事を始めると充実しそう
【健康運】うまく自己管理できそう。マッサージ吉
【幸運を呼ぶ食べ物】 野沢菜

【全体運】得意なことや好きなジャンルに情熱
を注ぐと、それが活躍の場を引き寄せます。ず
っと欲しかった物を買えそう
【健康運】スポーツを楽しめば、ストレス解消に◎
【幸運を呼ぶ食べ物】 伊予カン

【全体運】保留になっていたことが動き始める
予感。直感がさえるので、ピンときたら、即やっ
てみると好結果に
【健康運】小まめに運動することで、運気も活性化
【幸運を呼ぶ食べ物】 セリ

【全体運】人気運が赤丸急上昇。自信を持ってリ
ーダーシップを発揮して。また、長年の夢がか
なう気配。新年会もラッキー
【健康運】消化に良い食べ物を。栄養にも配慮して
【幸運を呼ぶ食べ物】 ゴボウ

【全体運】強運期。やりたいことに果敢にトライ
を。面接や公募などの自己アピールも好結果に。
くじや懸賞も当たりそう
【健康運】良質な睡眠を目指せば、自然治癒力アップ
【幸運を呼ぶ食べ物】 豆腐

【全体運】周りの意見に振り回されやすいとき。
自分の経験値を信じて選択を。セールでは掘り
出し物をゲット
【健康運】疲労をため込む傾向が大。笑いで発散
【幸運を呼ぶ食べ物】 ナガイモ

【全体運】うっかり発言でトラブルを招く暗示。
特にお酒の席ではご用心。丁寧に玄関の掃除を
すると運気好転の効果が
【健康運】足腰を鍛える好機。短い時間でも歩いて
【幸運を呼ぶ食べ物】 ホタテ

【全体運】大仕事を成そうと気張るより、地道な
積み重ねが福を呼びます。現代アートは感性に
良い刺激を与えてくれそう
【健康運】健康グッズに注目を。体質に合う良品が
【幸運を呼ぶ食べ物】 あんこ

【全体運】対人関係に変化がありそう。今まで敵
対視していた相手が味方になる可能性が高め。
新作映画やドラマにツキ
【健康運】生活のペースを落として。ゆとりが大事
【幸運を呼ぶ食べ物】 ブリ

【全体運】フットワークが軽くなる期間。興味を
引かれるジャンルを見つけたら、早速試してみ
て。グループレジャー吉
【健康運】正月太りにご用心。カロリー計算を
【幸運を呼ぶ食べ物】 こんにゃく

【全体運】尊敬する人の行動を参考に仕事のや
り方を変えるなど、自己改革に取り組んで。同
世代有名人の出演番組にツキ
【健康運】暴飲暴食は厳禁。腹七分目くらいが正解
【幸運を呼ぶ食べ物】 芽キャベツ
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「
牛
カ
ル
ビ

　
　焼
き
茶
漬
け
」

「
牛
カ
ル
ビ

　
　焼
き
茶
漬
け
」

◆具材

牛カルビ

塩

ご飯

昆布茶

刻みのり

小ネギ

おろしワサビ

…………50g

………………少々

……茶わん１膳分

……小さじ1/2

…………適宜

…………適宜

……適宜

◆だし

かつおだし

薄口しょうゆ

塩

………150ml

…小さじ1/2

…………………少々

がんばらない料理
続けられるから、からだもうれしい。

忙しい人でもおいしく作れる
京のおばんざい  四季の味
小宮理実　著
■本体1,600円（＋税）

⑴だしの材料を鍋に合わせて入れ火にかけ
沸かす。だしは注ぎ口の付いた器（急須）
に入れる。

⑵茶わんにご飯を盛り付け、昆布茶を振る。

⑶フライパンをよく熱し、軽く塩をしたカルビ
をカリッと焼き上げ⑵にのせ、⑴を注ぎ、
上におろしワサビ、刻みのり、小ネギをの
せて出来上がり。

難しく思われがちな京都の伝統和食
「おばんざい」を京都出身の料理研
究家が現代風に
アレンジ。どこ
の家庭でも手に
入る食材で手軽
に作れるレシピ
をひと月ごとに
紹介。初めてで
もおいしく作れ
るおせちも掲
載！

たなかれいこ　著
■本体1,500円（＋税）
「食べ物で美しく健康に」を提唱す
る著者が、素材や調理道具の使い方、
野菜の旨みを引
き出すレシピい
らずの簡単調理
法などを解説。
この1冊で、が
んばらなくても
自然と体がよろ
こぶ料理が作れ
るようになる！

甘すぎないから、毎日たべたくなる
菓子屋シノノメの焼き菓子
毛宣惠　著
■本体1,600円（＋税）
東京・蔵前で人気の焼き菓子店初の
レシピ集。バターの練り具合や粉を
入れるタイミン
グなど、細かい
ポイントを写真
と文章で丁寧に
解説。家庭でも
お店の味を再現
できる！見た目
もかわいいので
贈り物にも最適。

永井　智一（ながい・ともかず）
茨城県笠間市にある

「キッチン晴人（ハレジン）」
オーナーシェフ

今月の新刊
家の光図書

得する！役に立つ！

牛カルビはある
程度脂が多いほ

ど、だしに溶け出しうま
味が増す。
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そ
の
昔
、ペ
ル
ー
の「
イ
モ
類
研
究
所
」

の
ジ
ー
ン
バ
ン
ク
の
入
り
口
で
、
も
ろ
刃

の
剣
の
レ
リ
ー
フ
装
飾
を
指
さ
し
な
が

ら
、
一
人
の
学
者
が
こ
う
言
い
ま
し
た
。

　
「
科
学
技
術
は
も
ろ
刃
の
剣
で
す
。
使

い
方
次
第
で
は
人
類
を
幸
福
に
も
す
れ

ば
、
災
い
を
も
た
ら
し
も
し
ま
す
。
こ
こ

で
働
く
研
究
者
た
ち
は
、
そ
の
こ
と
を

日
々
、肝
に
銘
じ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　

昨
今
の
ゲ
ノ
ム
編
集
を
巡
る
報
道
を
見

て
い
る
と
、
そ
の
言
葉
を
し
き
り
に
思
い

出
し
ま
す
。

　

米
国
で
、
ゲ
ノ
ム
編
集
さ
れ
た
小
麦
と

大
豆
の
販
売
が
認
可
さ
れ
た
の
は
、
ま
だ

２
０
１
８
年
の
こ
と
。
国
内
で
も
血
圧
を

下
げ
る
ト
マ
ト
、筋
肉
が
４
倍
の
マ
ダ
イ
、

ア
レ
ル
ギ
ー
物
質
の
少
な
い
卵
、
芽
に
毒

の
な
い
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
が
、
昨
年
10
月

か
ら
店
頭
に
並
び
ま
し
た
。

　

ま
だ
安
全
性
は
十
分
に
保
証
さ
れ
て
お

ら
ず
、
食
べ
た
く
な
い
人
が
い
て
も
、
日

本
で
は
表
示
義
務
さ
え
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
を
昨
年
９
月
19
日
に
決
定
し
た
の
は
消

費
者
庁
で
す
。
遺
伝
子
を
壊
し
た
り
、
置

き
換
え
る
ゲ
ノ
ム
編
集
は
、
従
来
の
品
種

改
良
と
変
わ
ら
ず
、
他
の
生
物
の
遺
伝
子

を
挿
入
す
る
遺
伝
子
組
み
換
え
と
は
違
う

と
い
う
の
が
理
由
で
す
。
米
国
の
主
張
も

同
じ
。
と
こ
ろ
が
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
議

会
は
、
一
昨
年
、
ゲ
ノ
ム
編
集
を
遺
伝
子

組
み
換
え
食
品
と
同
じ
と
見
な
し
規
制
し

て
い
く
方
針
を
決
議
し
ま
し
た
。

　

日
本
政
府
は
、
な
ぜ
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品

の
導
入
を
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
た
の
で
し
ょ

う
？
一
国
民
と
し
て
、納
得
で
き
ま
せ
ん
。

例
え
ば
将
来
、
体
に
無
害
ら
し
い
と
い
う

結
果
が
出
た
と
し
て
も
、
私
は
、
農
家
と

生
命
産
業
が
、
大
手
企
業
に
高
度
に
管
理

さ
れ
て
い
く
こ
と
や
、
生
態
系
へ
の
負
の

イ
ン
パ
ク
ト
を
懸
念
し
て
い
ま
す
。「
安

心
・
安
全
」
を
う
た
う
食
品
が
、
環
境
に

負
荷
を
与
え
、
ア
レ
ル
ギ
ー
や
疾
病
を
増

大
さ
せ
る
の
で
は
話
に
な
ら
な
い
か
ら
で

す
。

　

昨
年
10
月
、「
日
本
の
種
子
を
守
る
会
」

の
会
合
が
、
元
農
水
大
臣
で
弁
護
士
の
山

田
正
彦
氏
の
事
務
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。

遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
を
巡
る
世
界
の
動

き
に
通
じ
た
印
鑰
（
い
ん
や
く
）
智
哉
氏

も
同
席
さ
れ
、
一
同
の
合
点
が
い
っ
た
の

は
、
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
系
除
草
剤
と
セ
ッ
ト

販
売
の
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
に
は
も
う

火
が
付
い
た
今
、
バ
イ
オ
産
業
が
次
に
望

み
を
託
し
た
の
が
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
で
あ

る
、
と
い
う
こ
と
。

　

遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
に
つ
い
て
は
、

こ
の
数
年
、
米
国
で
も
動
向
が
急
変
、
批

判
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
６
年
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
70
代
の
夫
婦
が
、

自
宅
の
庭
に
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
系
除
草
剤
を

散
布
し
続
け
た
こ
と
で
が
ん
を
発
症
し
た

と
訴
え
ま
す
。
す
る
と
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
の
裁
判
所
は
、そ
の
因
果
関
係
を
認
め
、

販
売
者
の
モ
ン
サ
ン
ト
社
（
こ
れ
を
買
収

し
た
バ
イ
エ
ル
社
）
に
対
し
、
総
額
２
２

６
０
億
円
も
の
支
払
い
を
命
じ
る
判
決
を

下
し
た
の
で
す
。
モ
ン
サ
ン
ト
社
の
敗
訴

は
３
件
目
で
、
米
国
だ
け
で
同
様
の
訴
訟

は
約
５
万
件
控
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
同

国
の
消
費
者
た
ち
の
声
を
反
映
し
た
象
徴

的
金
額
で
、Ｅ
Ｕ
で
も
２
０
２
４
年
か
ら

グ
リ
ホ
サ
ー
ト
系
除
草
剤
の
販
売
を
禁
止

予
定
で
す
。
一
方
、
日
本
で
は
、
厚
生
労

働
省
が
発
が
ん
性
を
認
め
ら
れ
な
い
と

し
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
も
さ
ま
ざ
ま
な

ラ
ベ
ル
で
売
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
春
、
会
員
約
40
万
人
の
「
生
活
ク

ラ
ブ
」
は
、
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
は
扱
わ
な

い
と
発
表
。
近
く
、
こ
の
動
き
に
さ
ら
に

大
き
な
消
費
者
団
体
や
大
手
コ
ン
ビ
ニ
チ

ェ
ー
ン
店
な
ど
も
賛
同
す
る
だ
ろ
う
と
い

う
見
通
し
も
あ
り
ま
す
。ゲ
ノ
ム
編
集
が
、

絶
望
的
だ
っ
た
難
病
の
治
療
な
ど
に
貢
献

す
る
こ
と
は
認
め
ま
す
が
、「
も
ろ
刃
の

剣
」
の
教
え
を
、
す
べ
て
の
研
究
者
に
忘

れ
な
い
で
ほ
し
い
も
の
で
す
。

地
方
再
生
の
ヒ
ン
ト

ゲ
ノ
ム
編
集
は
、
遺
伝
子
組
み
換
え
と
判
断
し
た
Ｅ
Ｕ
、

一
方
、
表
示
義
務
さ
え
な
く
導
入
を
急
い
だ
日
本

地
域
を
豊
か
に

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
●
島
村
菜
津

「ゲノム編集の光と影」青野由利
著。加速するゲノム研究の裏側を
わかりやすく解説＝2019年2月刊・
ちくま新書（左）と『売り渡される食
の安全』山田正彦著。種子法廃止
を受け、種子条例を制定した11道
県の動きなど食の安全を巡る国内
外の近年の動向を報告＝2019年
8月刊・角川新書。年末には、米国
の市民団体代表のゼン・ハニーカッ
ト氏が来日、12月2日の東京を皮切
りに、全国7カ所を回り、米国の食
を巡る現状などを報告した。

島村 菜津（しまむら なつ）ノンフィクション作家。1963年生まれ。東京芸術大学美術学部イタリア美術史卒。イタリアでの留学経験をもとに『スローフードな人生！』（新潮社）を上梓、日本にスローフードの考
えを紹介する。『スローな未来へ』（小学館）『そろそろスローフード』（大月書店）『スローシティー』（光文社）など著書多数。新刊に共著『ジョージアのクヴェヴリワインと食文化』（誠文堂新光社）。
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営農部　営農支援課　☎68-7014

１月のパソコン講習会について

免税軽油・農業労災保険の
受付をいたします

窓口
農業機械課 
研修センター　☎92-0588 

農業機械課では、令和２年度免税軽油申請と、農業労
災加入手続きを行いますので、お早めの手続きをお願
いいたします。 
 
■申請手続き 
免軽必要事項
　　印鑑、標識交付証明書
　　（トラクターなど入替増車の方） 

労災必要事項
　　令和元年度分使用労働者数及び支払賃金、
　　令和2年度支払予定賃金   

受付期間
　　1月8日㈬～1月17日㈮
受付時間
　　午前9時から午後4時まで 

受付場所
　　研修センター会議室 
 
※近年、免税軽油の不正利用防止のため、使用者への
調査が強化されております。 
　免税軽油使用者証に未記載の機械への使用等、不正
使用が発覚した場合は、罰則（免税証の不交付や過
去３年に遡り返納など）が生じますのでご注意くだ
さい。 
 
※毎年、多くの農作業事故が発生しております。未加
入の方はこの機会にぜひ農業労災に加入しましょう。 

窓口 貯金課　金融店舗　☎92-4325

JAカード新規入会キャンペーン
の実施について

対象期間：2019年12月1日㈰
　　　　　　　　　～2020年3月31日㈫ 
特　　典：対象期間中にＪＡカードを新規入会（カー

ド発行）した方に、わいわいポイント
500ポイント（2,000円相当）を贈呈。 
今お持ちのキャッシュカードをJAカード
（一体型）にお切り替えも可能です！ 

 さらにJAカードは・・・ 
　　初年度年会費無料！！（※次年度からも条件を
満たせば無料になります） 
　　ホクレンSSでガソリン１ℓあたり2円引き等
の特典もあります！ 

ぜひ、この機会にJAカード入会してみませんか？ 
 
詳しくは金融店舗窓口までお問い合わせください。 

◆日　程◆
種　　　類 月　　日 時　　　間 内　　　容 講　師 場　所

ソリマチ簿記
(パソコン )

１月15日㈬、16日㈭
17日㈮、22日㈬
23日㈭、24日㈮
27日㈪、28日㈫
30日㈭、31日㈮

① 9:00 ～ 11:00
② 13:00 ～ 15:00

・ソリマチ簿記の使い方や勘定科目の
　設定など
・次年度更新の行い方
・クミカンデータの転送の仕方

青申会
ＪＡびえい
2階

PC研修室

ソリマチ簿記
(酪農) １月29日㈬ 13:00～15:00のみ 同　　上 同　上 同　上

◆持参するもの◆
自分のパソコンで講習を受けたい方➡本体を持参してください。
ソリマチ簿記を受講希望の方➡
伝票入力の練習も行いたい場合は、今年のクミカン報告書と減価償却資産台帳を持参してください。
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　令和2年1月1日～3月31日までのご成約を対象に「４メーカ
ー新車全車種対象特別企画（トヨタ・スズキ・スバル・ミツビ
シ）」を開催中します！ 
 
《キャンペーン内容》 
乗用車新車ご購入でもれなくいずれかおひとつプレゼント！ 
A.ホクレンＳＳポイント30,000pt進呈 
B.フットマッサージャー  
C.ホームベーカリー 
D.任天堂Switch 
 
軽トラックを新車でご成約の方はスタッドレスタイヤ４本（ホ
イール付き）プレゼント！ 
  
詳しくは、下記までお問い合わせください。

窓口 ホクレン北町給油所　☎92-2157

　令和２年１月～３月までの北町給油所の営業時間が8：00～17：00に変更になります。 
　なお、大町給油所につきましては、変更はございませんので、大町給油所のご利用をお願い致します。 

北町給油所の休業日と営業時間の変更について お知らせ

総務部　☎92-2111

年末年始のＪＡ業務時間のご案内

9:00～16:00

8:45～17:00

9:00～18:00

8:00～17:00

8:30～12:00

金融店舗窓口

上記以外の部門

金融店舗

ホクレンショップ玄関

北　町

大町セルフ

9:00～17:00 休　　　業

休　　　業 8:00～17:00

休　　　　業

休　　　　業

6:00～21:00

休　　　　業

9:00～17:00

30日㈪ 31日㈫ 1月1日㈬～3日㈮ 4日㈯ 5日㈰ 6日㈪

8:30～16:00

7日㈫

8:00～18:00

8:30～17:00

9:00～16:00

8:45～17:00

9:00～18:00

0120-258-931

92-2157

ＪＡ共済事故受付センター

灯油・プロパン

連絡先項　目

Ａ
Ｔ
Ｍ

給
油
所

【年始休業中の緊急対応】

春の新車フェア

窓口 オートサービスセンター　☎92-2156

　この度、組合員向け広報誌「丘の大地」

をリニューアルいたしました！ 

　今後はフルカラーの誌面で、より皆さま

にとって親しみやすい広報誌をめざしてま

いります。 

　これからもどうぞよろしくお願いいたし

ます。 

「丘の大地」リニューアル
について 

窓口 総務部　☎92-2111
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協
同
の 283億52百万円

83億50百万円
11億23百万円
51億00百万円

貯 金 高
貸 付 高
出 資 金
固定資産

772人
1,896人

正組合員
准組合員

組合員数

  ※百万円未満四捨五入

発生件数　　１件（21件）《22件》
　　負傷　　１人（20人）《22人》
　　死亡　　０人（１人）《０人》

（　）は元年度累計　《　》は昨年同期累計
※負傷者数は農業労災加入者統計より

（12月 15日現在）

令
和
2年
1月
1日（

毎
月
1回
発
行
）

昭
和
45年

3月
5日
第
3種
郵
便
物
認
可

毎
月
1日
発
行

1152
熊
谷
留
夫

総
務
部
　
　

㈱
須
田
製
版

  １日（水）

６日（月）

10日（金）

13日（月）

21日（火）

27日（月）

元旦 

ＪＡ仕事始め 

新年交礼会 

美瑛養豚会家族交流会 

成人の日 

とまと生産部会定期総会 

年金友の会湯治（～29日）

　新年あけましておめでとうございます。皆さまにおかれましては、
つつがなく新しい年をお迎えのこととお慶び申し上げます。 
　お正月と言えば、おせちにお雑煮、こたつでみかんと、ついつい
食べ過ぎてしまいます。食べ過ぎ予防の方法の一つとして、自分が
食べたものを記録することが有効だそうです。自分が１日で食べた
ものの写真を携帯で残しておき、その日の夜に記録を振り返る……。
何気なく食べていてわからなかったけれど、「私ったらこんなに食
べていたの！」なんて気付きが、止まらない食欲を抑えてくれるか
もしれません。……と書いている私が、お正月明け、お餅のように
パンパンになっている予感がします。（麻） 

編集後記

ち
か
ら

の主な行事予定1月

気をつけましょう！

（令和元年11月末）
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